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基
本
方
針
１


　


地
方
創
生
の
推
進


　


人
口
減
少
へ
の
対
応
は
、
本
市
に
お
け
る


喫
緊
の
最
重
要
課
題
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
取


り
組
ん
で
き
た
「
な
が
と
成
長
戦
略
」
を
柱


に
、「
し
ご
と
」「
う
ご
き
」「
ひ
と
」「
ま


ち
」
づ
く
り
の
好
循
環
の
流
れ
を
創
出
す
る


た
め
実
効
性
の
高
い
施
策
を
展
開
し
て
い
き


ま
す
。


基
本
方
針
２


　


５
つ
の
重
点
施
策「
元
気
の
取
組
」


　
「
な
が
と
創
生
」
に
向
け
て
、
こ
れ
ま
で


の
７
つ
の
重
点
施
策
の
成
果
を
継
承
し
、
ス


テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
す
る
「
５
つ
の
元
気
」
と
し


て
新
た
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
長
門
の
ま
ち


を
も
っ
と
元
気
に
、「
全
国
に
誇
れ
る
ま
ち
」


を
実
現
し
て
い
き
ま
す
。


※
国
に
お
い
て
成
立
し
た
平
成
27
年
度
補
正


　


予
算
で
は
、「
一
億
総
活
躍
社
会
」
の
実


　


現
に
向
け
た
緊
急
対
応
と
し
て
「
地
方
創


　


生
加
速
化
交
付
金
」
が
措
置
さ
れ
、「
な


　


が
と
創
生
」
に
向
け
て
果
敢
に
挑
戦
し
レ


　


ベ
ル
ア
ッ
プ
の
加
速
化
を
図
る
た
め
、
平


　


成
27
年
度
補
正
予
算
と
合
わ
せ
た
一
体
的


　


な
予
算
と
し
て
編
成
し
て
い
ま
す


平
成
28
年
度
予
算
の
概
要


　
２
月
22
日
に
開
会
し
た
３
月
定
例
市
議
会
で
、
大
西
市
長
が
平
成
28
年
度
施
政
方
針
を


表
明
し
、予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
の
基
本
理
念
や
主
要
な
施
策
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。


そ
の
中
か
ら
平
成
28
年
度
予
算
と
主
要
な
施
策
の
概
要
を
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
す
。


議場に立つ大西市長
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な
が
と
元
気
創
生
予
算


は
じ
め
に


　


私
は
「
至
誠
一
貫
」
を
座
右
の
銘
と
し


て
い
ま
す
。「
至
誠
に
し
て
動
か
ざ
る
者


は
、
未
だ
之
有
ら
ざ
る
な
り
」、
も
と
も


と
は
中
国
の
儒
学
者
、
孟
子
の
言
葉
で
、


松
陰
先
生
が
松
下
村
塾
の
塾
生
に
贈
っ
た


言
葉
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。「
誠
意


を
尽
く
せ
ば
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
も
必


ず
動
か
す
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
意
味


で
す
が
、「
誠
意
を
持
っ
て
一
つ
の
事
に


継
続
的
な
努
力
を
行
え
ば
、
や
が
て
道
が


拓
け
、
目
標
の
達
成
に
つ
な
が
る
」
と
私


な
り
に
解
釈
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、


２
期
目
の
市
政
に
お
い
て
初
め
て
の
予
算


編
成
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
れ
か


ら
の
４
年
間
を
見
据
え
、
こ
れ
ま
で
以
上


に
そ
の
責
任
の
重
さ
を
実
感
し
、
改
め
て


身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。


　


本
市
を
取
り
巻
く
環
境
は
非
常
に
厳
し


く
、
ま
た
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
山
積
し
て


い
ま
す
が
、「
至
誠
一
貫
」、
こ
の
言
葉
を


常
に
心
に
留
め
、
私
の
基
本
理
念
で
あ
る


「
チ
ー
ム
な
が
と
を
構
築
し
、
全
国
に
誇


れ
る
ま
ち
づ
く
り
」
に
向
け
て
、
引
き
続


き
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。


　


さ
て
、
国
に
お
い
て
は
第
３
次
安
倍
改


造
内
閣
が
、「
希
望
を
生
み
出
す
強
い
経


済
」、「
夢
を
つ
む
ぐ
子
育
て
支
援
」、「
安


心
に
つ
な
が
る
社
会
保
障
」
の
「
新
・
三


本
の
矢
」
に
よ
る
「
一
億
総
活
躍
社
会
」


実
現
に
向
け
た
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。


ま
た
、
県
に
お
い
て
も
、
村
岡
知
事
の
も


と
、「
活
力
み
な
ぎ
る
山
口
県
」
の
実
現


を
目
指
し
、
人
口
減
少
を
克
服
し
、
地
域


の
活
力
を
維
持
・
向
上
さ
せ
て
い
く
山
口


県
発
の
地
方
創
生
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。


　


こ
の
よ
う
に
、
国
・
県
を
挙
げ
た
地
方


創
生
の
取
組
が
進
む
中
、
本
市
で
は
、
人


口
の
現
状
と
将
来
展
望
を
示
し
た
「
長
門


市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
加
え
、
国
・
県
に


先
駆
け
て
取
り
組
ん
で
き
た
「
な
が
と
成


長
戦
略
」
を
は
じ
め
と
し
た
取
組
を
一
つ


に
ま
と
め
た
「
長
門
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し


ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を
27
年
10
月
末
に


策
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
現
在
、
本
市


の
最
上
位
計
画
と
し
て
、
29
年
度
か
ら
10


年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
「
第


２
次
長
門
市
総
合
計
画
」
の
策
定
も
進
め


て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。


　


28
年
度
は
、
本
市
が
置
か
れ
て
い
る
危


機
的
な
状
況
か
ら
脱
け
出
し
、「
な
が
と


創
生
」
へ
向
け
て
果
敢
に
挑
戦
し
て
い
く


次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
位
置
付
け
て
お


り
、「
長
門
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創


生
総
合
戦
略
」
に
基
づ
く
、
よ
り
実
効
性


の
高
い
施
策
を
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
着


実
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考


え
、「
選
択
と
集
中
」
を
こ
れ
ま
で
以
上


に
徹
底
し
て
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。


人件費
3,572,328
 （16.6％）


   扶助費
3,143,162
  （14.6％）


   公債費
2,884,861
 （13.4％）


その他
840,342
  （3.9％）


普通建設事業費
    3,776,672
      (17.6％）


災害復旧事業費
   3,300
   （0.0％）


物件費
2,915,324
（13.5％）


補助費等
2,358,852
（11.0％）


繰出金
2,015,159
（9.4％）


 


維持補修費
 　　  193,131
積立金　　  211
貸付金   93,482
投資及び出資金
          527,322
予備費  26,196


義務的経費
 9,600,351
　　（44.6％）


    その他の経費
  8,129,677
（37.8％）


歳出総額
21,510,000


投資的経費
3,779,972
  （17.6％）


平成28年度 一般会計予算の構成（単位：千円）


市税
3,567,480
（16.6％） 諸収入


572,790
（2.7％）


その他
1,071,916
 （5.0％）


県支出金
1,731,835
（8.1％）


　市　債
3,366,700
  （15.7％）


地方交付税
8,250,000
（38.4％）


その他
919,800
   （4.1％）


歳入総額
21,510,000


自主財源
 5,212,186
     （24.3％）


依存財源
　　16,297,814
　　　（75.7％）


分担金及び負担金
　　  　153,220
使用料及び手数料
        　486,484
財産収入 44,054
寄附金　 80,001　
繰入金  308,156
繰越金               1


地方譲与税    190,000
利子割交付金   10,000
配当割交付金   20,000
株式等譲渡所得割交付金
                      10,000
地方消費税交付金
                    630,000
ゴルフ場利用税交付金
                         7,000
自動車取得税交付金
                       40,000
地方特例交付金
                         9,000
交通安全対策特別交付金
                         3,800


国庫支出金
2,029,479
（9.4％）


会計別 予算額
（単位：千円）


前年度予算額
（単位：千円）


増減額
（単位：千円）


対前年度伸率
（単位：％）


一般会計 21,510,000 20,988,000 522,000 2.5
特別会計 10,891,322 10,850,005 41,317 0.4
　国民健康保険事業 6,016,518 5,998,448 18,070 0.3


　湯本温泉事業 93,234 93,990 ▲ 756 ▲ 0.8


　介護保険事業 3,968,429 3,945,278 23,151 0.6


　電気通信事業 152,461 142,272 10,189 7.2


　後期高齢者医療事業 660,680 670,017 ▲ 9,337 ▲ 1.4


公営企業会計
　水道事業


　　収益的収入 753,263 739,100 14,163 1.9


　　収益的支出 744,460 721,796 22,664 3.1


　　資本的収入 443,092 126,071 317,021 251.5


　　資本的支出 799,160 489,376 309,784 63.3


　下水道事業


　　収益的収入 1,687,203 - -


　　収益的支出 1,683,459 - -


　　資本的収入　　 1,563,303 - -


　　資本的支出　　 1,852,326 - -


注：下水道事業は、これまで特別会計「公共下水道事業」「漁
　 業集落排水事業」「農業集落排水事業」でしたが、平成
　 28 年度から公営企業会計「下水道事業」に移行しました
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地
方
創
生
の
推
進


１ 


な
が
と
成
長
戦
略
の
更
な
る
加
速


　
「
長
門
の
手
つ
か
ず
の
自
然
と
長
門
の
人
・


自
然
に
対
す
る
や
さ
し
さ
」
を
基
本
と
し
た


統
一
地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
と
、
競
争
力
の
あ
る


高
付
加
価
値
型
商
品
の
開
発
や
販
路
の
拡
大


に
取
り
組
み
、
総
合
戦
略
の
重
点
施
策
に
位


置
付
け
、
所
得
の
向
上
と
雇
用
の
創
出
を
目


指
し
ま
す
。


重
点
取
組　


16
億
８
、０
１
０
万
円


　
「
な
が
と
ブ
ラ
ン
ド
」
の
育
成
に
向
け
、「
一


市
一
農
場
構
想
」
の
推
進
な
ど
、
生
産
か
ら


加
工
、
販
売
ま
で
の
一
体
的
な
取
組
を
行
い
、


高
付
加
価
値
型
商
品
の
安
定
供
給
体
制
づ
く


り
と
供
給
量
の
拡
大
に
取
り
組
み
ま
す
。


加
工
品
等
開
発
体
制


「
な
が
と
Ｌラａ
ｂボ


」
構
築
事
業


地
域
産
品
開
発
事
業


農
業
法
人
複
合
経
営
推
進
事
業　


な
ど


　


農
林
水
産
物
な
ど
の
直
売
所
の
整
備
を
進


め
、「
な
が
と
物
産
合
同
会
社
」
を
司
令
塔
に
、


「
な
が
と
ブ
ラ
ン
ド
」
の
大
都
市
圏
へ
の
販
売


や
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進
し
、
全
国
展
開
を
図


り
ま
す
。


仙
崎
地
区
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
整
備
事
業


水
産
物
等
直
売
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
運
営
事
業


農
産
物
直
売
所
の
運
営
支
援
事
業　


な
ど


大
都
市
圏
へ
の
販
路
開
拓


地
域
資
産
の
活
用
に
よ
る
高
付
加
価
値


型
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
開
発


　


何
度
で
も
行
っ
て
み
た
く
な
る
魅
力
都
市
・


長
門
を
創
出
す
る
た
め
、
温
泉
街
の
活
性
化
や


観
光
客
の
利
便
性
の
確
保
な
ど
、
長
門
が
誇
る


自
然
と
文
化
の
魅
力
度
を
向
上
さ
せ
る
取
組
に


よ
り
、さ
ら
な
る
観
光
客
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。


仙
崎
ま
ち
な
か
金
子
み
す
ゞ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
事
業


空
き
旅
館
活
用
支
援
事
業


戦
略
的
情
報
発
信
事
業　


な
ど　


観
光
資
産
の
魅
力
創
出
と
連
携


　


有
機
農
業
の
普
及
啓
発
や
棚
田
で
の
自
然


栽
培
米
の
供
給
基
地
化
な
ど
、
安
心
・
安
全


な
農
水
産
物
の
生
産
・
供
給
体
制
を
整
備
し
、


「
な
が
と
ブ
ラ
ン
ド
」
の
目
に
見
え
る
安
心
・


安
全
化
を
推
進
し
ま
す
。


安
心
・
安
全
な
食
づ
く
り
推
進
事
業


伝
統
野
菜
等
販
売
戦
略
事
業


畜
産
堆
肥
活
用
持
続
型
農
業
推
進
事
業 


な
ど


安
心
・
安
全
な
食
づ
く
り
の
推
進


　
「
な
が
と
ブ
ラ
ン
ド
」
や
魅
力
あ
る
観
光
資


産
を
い
つ
ま
で
も
絶
や
さ
な
い
た
め
に
、
各


産
業
に
お
け
る
後
継
者
の
確
保
対
策
を
充
実


さ
せ
、
そ
の
育
成
を
支
援
す
る
こ
と
で
、
ま


ち
の
元
気
を
創
出
し
て
い
き
ま
す
。


創
業
等
支
援
事
業


畜
産
新
規
就
農
者
早
期
経
営
安
定
対
策
事
業


漁
業
就
業
者
経
営
自
立
化
促
進
事
業 


な
ど


後
継
者
・
承
継
者
の
確
保
お
よ
び
新
規


就
業
の
創
出


仙崎地区グランドデザイン基本計画に基づき、仙崎のまちなみ整備と並行して、現在の
青海島観光基地に整備が予定されている「道の駅」機能を有する農林水産物などの直売
所およびレストランの建設工事に着手します（仙崎地区グランドデザイン整備事業）


２　


結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の


切
れ
目
な
い
支
援


こ
れ
ま
で
の
子
育
て
支
援
策
に
新
た
な
施
策


を
加
え
る
こ
と
で
更
に
環
境
を
充
実


　


核
家
族
化
や
地
域
と
の
つ
な
が
り
の
希
薄


化
の
進
行
に
よ
り
、
子
育
て
に
不
安
を
抱
い


て
い
る
母
親
世
代
が
増
え
て
い
る
こ
と
か


ら
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
こ
と


が
で
き
る
環
境
と
し
て
、
い
つ
で
も
相
談
で


き
る
体
制
や
母
親
同
士
の
集
え
る
場
所
が
必


要
で
す
。


　


ま
た
、１
世
帯
あ
た
り
の
子
ど
も
の
数
は
、


子
育
て
環
境
に
加
え
て
親
の
就
労
環
境
に
左


右
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
共
働
き
家
庭
の
多
い


本
市
で
は
、
子
育
て
と
仕
事
が
両
立
で
き
る


環
境
の
充
実
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。


　


こ
の
た
め
、
子
育
て
世
帯
に
対
す
る
医
療


費
負
担
軽
減
や
多
子
世
帯
へ
の
保
育
料
軽
減


を
は
じ
め
と
し
た
継
続
的
な
経
済
支
援
を
行


う
な
ど
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境


整
備
に
引
き
続
き
努
め
、
出
生
率
の
向
上
を


目
指
し
ま
す
。


　


本
市
の
豊
か
な
自
然
環
境
を
前
面
に
出
し


た
教
育
環
境
や
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
の
中


で
の
子
育
て
環
境
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
に


よ
っ
て
、
都
市
部
に
は
な
い
長
門
市
な
ら
で


は
の
特
徴
あ
る
教
育
環
境
の
整
備
を
進
め
て


い
き
ま
す
。


重
点
取
組　


23
億
２
、６
４
９
万
円


子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業


　


就
学
前
ま
で
の
乳
幼
児
医
療
費
助
成
に
加


え
、
新
た
に
子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
を
創


設
し
、
市
内
す
べ
て
の
小
学
生
を
対
象
に
、


医
療
費
の
自
己
負
担
額
（
３
割
相
当
額
）
を


助
成
し
ま
す
。


子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業


　


長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー
内
に
「
産
前
産
後


サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
仮
称
）」
を
開
設


し
、
母
子
保
健
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置


す
る
こ
と
で
、
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
へ
の


不
安
を
抱
え
る
妊
産
婦
や
そ
の
家
族
へ
の
切


れ
目
な
い
支
援
を
行
い
ま
す
。


そ
の
他
の
事
業　


予
防
接
種
事
業


縁
結
び
対
策
事
業


妊
婦
健
康
診
査


母
子
支
援
事
業　


な
ど


結
婚
・
出
産
を
応
援
す
る
地
域
づ
く
り


子
ど
も
の
生
活
支
援
事
業


　


子
ど
も
の
将
来
が
そ
の
生
ま
れ
育
っ
た
環


境
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
食
育


に
よ
る
生
活
支
援
を
実
施
し
ま
す
。
安
価
で


簡
単
に
で
き
る
献
立
表
の
作
成
や
、
ひ
と
り


親
世
帯
を
対
象
と
し
た
食
に
関
す
る
講
座
や


学
習
支
援
を
行
い
ま
す
。


ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
事
業


　


ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
宣
言
を
行
う
こ
と
で
、


林
業
や
木
材
産
業
の
一
層
の
振
興
と
発
展
を


図
る
こ
と
を
市
内
外
に
宣
言
、
関
係
団
体
や


企
業
と
連
携
し
、
新
た
な
商
品
開
発
や
木
育


な
ど
を
進
め
、
活
性
化
に
つ
な
げ
ま
す
。
新


生
児
へ
の
地
元
産
木
材
を
使
用
し
た
木
の
お


も
ち
ゃ
の
贈
呈
や
、
木
育
キ
ャ
ラ
バ
ン
な
ど


を
実
施
し
、
木
の
温
も
り
に
触
れ
る
機
会
を


創
出
し
ま
す
。


そ
の
他
の
事
業　


食
育
を
通
じ
て
の
地
域
子
育
て
推
進
事
業


放
課
後
児
童
対
策
事
業


地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業　


な
ど


自
然
と
触
れ
合
う
子
育
て
環
境
づ
く
り


学
校
図
書
館
支
援
員
配
置
事
業


　


学
校
図
書
館
支
援
員
（
１
人
）
を
配
置
し
、


学
習
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
や
自
由
に
本
が


読
め
る
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
を
行
い
ま
す
。


小
・
中
学
校
施
設
耐
震
化
事
業


　


児
童
・
生
徒
の
安
全
・
安
心
な
学
習
環
境
の


整
備
を
図
る
た
め
、
小
・
中
学
校
屋
体
吊
天
井


の
落
下
防
止
工
事
を
行
い
ま
す
（
深
川
小
・
日


置
小
・
神
田
小
・
菱
海
中
）。


そ
の
他
の
事
業　


コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
推
進
事
業


油
谷
こ
ど
も
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル


創
立
15
周
年
記
念
公
演
開
催
事
業　


な
ど


地
域
に
開
か
れ
た
教
育
環
境
の
整
備
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５
つ
の
重
点
施
策


「
元
気
の
取
組
」


基
本
理
念


　


長
門
市
が
一
丸
と
な
っ
た
「
チ
ー
ム
な
が


と
」
を
構
築
し
、「
全
国
に
誇
れ
る
ま
ち
を


創
る
」
と
い
う
こ
と
を
具
現
化
し
て
い
く
た


め
の
５
つ
の
「
元
気
の
取
組
」
を
重
点
的
に


進
め
ま
す
。
長
門
の
ま
ち
を
も
っ
と
元
気
に


す
る
と
と
も
に
、市
民
の
「
夢
」
を
「
実
感
」


に
変
え
て
い
き
ま
す
。


重
点
施
策
１


活
力
あ
る
産
業
を
築
く


水
産
環
境
保
全
創
造
事
業


　


藻
場
な
ど
を
造
成
し
、
資
源
管
理
と
漁
獲


量
の
増
に
つ
な
げ
る
こ
と
で
漁
業
者
の
所
得


向
上
を
図
り
ま
す
。


■
予
算
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ


　


財
政
課
財
政
係　
　
　


℡
23
‐
１
２
５
４


観
光
基
本
計
画
策
定
事
業


　


観
光
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
上
で


の
基
本
方
針
や
方
策
を
計
画
と
し
て
策
定


し
、本
市
の
観
光
振
興
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。


ク
ル
ー
ズ
誘
致
事
業　


　


大
型
客
船
の
寄
港
を
誘
致
す
る
こ
と
で
、


地
域
経
済
へ
の
波
及
と
知
名
度
ア
ッ
プ
に
よ


る
観
光
客
誘
致
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。


　


こ
の
ほ
か
、
強
い
農
業
づ
く
り
交
付
金
事


業
な
ど　


全
108
事
業


重
点
施
策
２


暮
ら
し
の
安
心
・
住
み
よ
さ
を
築
く


長
門
市
地
域
公
共
交
通
推
進
事
業


　


持
続
可
能
な
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の


再
構
築
を
目
指
し
て
、
地
域
公
共
交
通
計
画


に
基
づ
き
、
公
共
交
通
不
便
地
域
に
お
け
る


移
動
手
段
を
確
保
す
る
た
め
、
公
共
交
通
運


行
に
係
る
経
費
を
補
助
。
ま
た
、
次
期
計
画


と
な
る
公
共
交
通
網
形
成
計
画
の
策
定
を
進


め
ま
す
。


本
庁
舎
建
設
事
業


　


経
年
劣
化
に
よ
り
耐
震
性
が
低
下
し
て
い


る
市
役
所
本
庁
舎
を
建
て
替
え
る
こ
と
で
、


防
災
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
確
保
し
、
安
定


的
な
行
政
運
営
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を


図
り
ま
す
。


定
住
促
進
対
策
事
業


　


多
様
な
移
住
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
か
つ
迅
速
に


対
応
し
、
定
住
促
進
を
図
る
こ
と
で
、
地
域


の
活
性
化
に
つ
な
げ
ま
す
。


高
潮
避
難
周
知
啓
発
事
業


　


高
潮
に
対
す
る
正
し
い
知
識
や
浸
水
範


囲
、
避
難
経
路
な
ど
を
周
知
し
、
高
潮
発
生


時
の
迅
速
か
つ
適
切
な
避
難
を
確
保
し
、
被


害
を
最
小
限
に
抑
え
ま
す
。


な
が
と
ス
ポ
ー
ツ
公
園
整
備
事
業


　


市
民
ニ
ー
ズ
の
高
い
ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス


を
備
え
た
ス
ポ
ー
ツ
公
園
施
設
を
整
備
し
、


市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
や
憩
い
と
交
流
の
場


を
提
供
、
健
康
増
進
に
も
寄
与
し
ま
す
。


　


こ
の
ほ
か
、
道
路
橋
り
ょ
う
新
設
改
良
事


業
な
ど
全
192
事
業


重
点
施
策
３


協
働
と
連
携
の
体
制
を
築
く


地
域
お
こ
し
協
力
隊
設
置
事
業


　


地
域
外
の
人
材
を
積
極
的
に
誘
致
し
、
地


域
活
力
の
維
持
・
強
化
の
一
助
と
す
る
と
と


も
に
、
そ
の
人
材
の
定
住
・
定
着
を
図
り
ま


す
。


集
落
機
能
再
生
事
業


　


地
域
の
諸
課
題
を
把
握
・
解
決
す
る
組
織


と
し
て
地
域
づ
く
り
協
議
会
の
設
立
、
活
動


を
支
援
す
る
こ
と
で
、
人
口
減
少
や
過
疎
化


に
伴
い
弱
体
化
し
つ
つ
あ
る
集
落
機
能
の
再


生
を
図
り
ま
す
。


市
民
活
動
団
体
活
性
化
事
業


　


市
民
活
動
団
体
が
主
体
的
に
行
う
事
業
を


支
援
す
る
こ
と
で
、
市
民
活
動
団
体
の
育
成


と
活
性
化
を
図
り
、
多
様
化
・
複
雑
化
す
る


市
民
ニ
ー
ズ
へ
対
応
し
、
社
会
的
課
題
を
解


決
に
導
き
ま
す
。


　


こ
の
ほ
か
、
美
し
い
農
村
再
生
支
援
事
業


な
ど
全
34
事
業


重
点
施
策
４


ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
キ
ャ
ン
プ


招
致
に
よ
る
、
新
た
な
活
力
を
築
く


ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９


長
門
市
キ
ャ
ン
プ
招
致
事
業


　


ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９
日


本
大
会
の
キ
ャ
ン
プ
招
致
を
行
い
、
子
ど
も


た
ち
に
夢
と
希
望
を
与
え
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド


を
起
爆
剤
と
す
る
新
た
な
観
光
活
力
の
推
進


に
つ
な
げ
ま
す
。


俵
山
地
域
ス
ポ
ー
ツ
交
流
活
性
化
事
業


　


俵
山
ス
パ
ス
タ
ジ
ア
ム
の
再
整
備
に
よ


り
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
キ
ャ
ン


プ
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
、
合
宿
誘
致
や
交


流
人
口
の
さ
ら
な
る
拡
大
を
図
り
、
地
域
の


活
性
化
を
図
り
ま
す
。


　


こ
の
ほ
か
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
人
口
拡
大
推


進
事
業
な
ど　


全
５
事
業


重
点
施
策
５


持
続
可
能
な
行
財
政
基
盤
を
築
く


公
共
施
設
等
解
体
撤
去
事
業


　


計
画
に
基
づ
き
、
老
朽
化
施
設
を
解
体
撤


去
し
、
周
辺
住
民
の
安
全
・
安
心
を
確
保
し
、


市
有
財
産
の
利
活
用
を
図
り
ま
す
。


ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
推
進
事
業


　


善
意
の
寄
附
金
を
市
の
財
源
と
し
て
活
用


す
る
と
と
も
に
、
１
万
円
以
上
の
寄
附
者
に


「
長
門
ふ
る
さ
と
便
」
を
届
け
る
こ
と
で
、


特
産
品
の
販
路
拡
大
と
本
市
の
Ｐ
Ｒ
を
推
進


し
ま
す
。


ク
レ
ジ
ッ
ト
収
納
導
入
事
業


　


市
税
な
ど
を
対
象
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
収
納
を


導
入
す
る
こ
と
で
、
納
期
内
納
付
や
利
便
性


の
向
上
、多
様
な
納
付
環
境
を
確
保
し
ま
す
。


仙
崎
公
民
館
指
定
管
理
事
業


　


仙
崎
公
民
館
の
管
理
運
営
を
地
域
団
体
に


委
託
し
ま
す
。


　


こ
の
ほ
か
、
固
定
資
産
台
帳
シ
ス
テ
ム
整


備
事
業
な
ど
全
20
事
業


▲現在 6人の長門市地域おこし協力隊


▲活動団体と中学生が看板製作


▲キャンプの練習場となる俵山スパスタジアム


▲「長門ふるさと便」のひとつ、トラフグ刺身セット


▲現在の長門市役所本庁舎 ▲デマンド交通による交通弱者支援（俵山地区）


▲ながとスポーツ公園の完成予想図








旧校舎


俵
山
中
学
校


あ
り
が
と
う
、
僕
ら
の
学
び
舎
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平
成
27
年
度
末
を
も
っ
て
、
俵
山
中
学
校
が
深
川
中
学
校
に
統
合


さ
れ
、
69
年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
生
徒
は
た
く
さ
ん
の
思


い
出
と
、
感
謝
の
気
持
ち
、
俵
山
地
区
の
誇
り
を
胸
に
旅
立
ち
ま
す
。


俵
山
中
学
校


あ
り
が
と
う
、
私
た
ち
の
学
び
舎


地
域
と
と
も
に
歩
ん
だ
69
年


　


昭
和
22
年
創
立
の
俵
山
中
学
校
。


昭
和
36
年
に
は
過
去
最
多
の
318
人
が


在
籍
し
て
い
ま
し
た
が
、
最
終
年
度


に
は
25
人
ま
で
減
少
し
ま
し
た
。


　


同
校
で
は
、
地
域
の
伝
統
文
化
で


あ
る
俵
山
女
歌
舞
伎
を
学
ぼ
う
と
、


平
成
17
年
か
ら
「
子
ど
も
歌
舞
伎
」


に
取
り
組
み
、
毎
年
開
催
さ
れ
る
俵


山
温
泉
祭
や
地
区
民
文
化
産
業
祭
で


発
表
を
続
け
て
き
た
ほ
か
、
今
年
度


は
全
国
中
学
校
総
合
文
化
祭
東
京
大


会
で
歌
舞
伎
を
披
露
し
ま
し
た
。


　


ま
た
、
敷
地
内
に
あ
る
広
大
な
農


園
を
活
用
し
、
生
徒
は
野
菜
の
定
植


か
ら
収
穫
ま
で
農
業
を
体
験
。
農
園


活
動
は
俵
山
小
学
校
や
幼
児
園
の
子


ど
も
た
ち
と
合
同
で
行
う
こ
と
も
あ


り
、
収
穫
感
謝
祭
で
は
地
域
の
人
と


も
一
緒
に
収
穫
を
喜
び
合
い
ま
し
た
。


　


春
に
は
地
区
の
観
光
名
所
「
シ
ャ


ク
ナ
ゲ
園
」
で
特
産
品
の
販
売
や
花


殻
摘
み
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参


加
、
秋
に
は
地
区
合
同
体
育
祭
を
盛


り
上
げ
、
地
域
と
と
も
に
多
く
の
思


い
出
を
積
み
重
ね
て
き
ま
し
た
。


統
合
は
新
た
な
歴
史
の
始
ま
り


　


平
成
28
年
４
月
か
ら
は
、
深
川
中


学
校
に
学
び
舎
を
移
し
、
新
た
な
ス


タ
ー
ト
を
切
る
生
徒
た
ち
。
閉
校
に


あ
た
り
掲
げ
ら
れ
た
「
こ
こ
か
ら
始


ま
る
俵
山
中
の
挑
戦
〜
感
謝
と
誇


り
・
地
域
と
と
も
に
〜
」
の
ス
ロ
ー


ガ
ン
を
胸
に
、
旅
立
ち
ま
す
。


　１人１人の仲が良く、俵山な
らではの体験ができる僕らの中
学校。閉校すると聞いたときは、
驚きと寂しさで胸がいっぱいに
なりました。一番の思い出は、
小学生のころから取り組んでき
た歌舞伎。今年度、東京の舞台
でも披露できたことは誇りに思
います。後輩の皆さんはこれか
ら深川中学校での生活が始まり
ますが、俵山での経験を生かし
て挑戦を続けていってください。


「誇りに思う」


　俵山地区は地域をあげて子ど
もたちを見守り、支えていく素
晴らしい地域です。この場所で
育った生徒もまた、世代を超え
て手を取り合い、地域行事に参
加してきました。閉校は残念で
すが、大きな学校にはそれだけ
で刺激を受けられる良さもあり
ます。統合後もつながりを大切
に、地域で身に付けたことを生
かして自分を磨き、新たな目標
に向けてがんばってください。


「つながりを
大切に」


育友会長
花岡祐二さん


生徒代表
井上恵太さん


俵山中学校
志賀慎次校長


創
立
か
ら
こ
れ
ま
で
の
軌
跡


1. 閉校登山として一位ヶ岳へ　2. シャクナゲ園の花殻摘みボランティアに参加　3. 農園活動で玉ねぎを収穫　4. 子ども歌舞伎
「五人三番叟」　5. 収穫感謝祭で小学生や地域の人ともちつき　6. 閉校事業の一環で人文字づくりを行った俵山地区合同体育祭


インタビュー「ありがとう、俵山中学校」


１


２ ３


４


５


６


写真で振り返る「俵山中学校、最後の１年間」


昭
和
22
年　


学
制
改
革
に
よ
り
俵
山


　
　
　
　
　


村
立
俵
山
中
学
校
創
立


　
　
　
　
　


生
徒
数
152
人（
５
学
級
） 


　
　


23
年　


第
１
校
舎
・
第
２
校
舎


　
　
　
　
　


竣
工
、
独
立
校
舎
に


　
　


29
年　


市
制
施
行
、
長
門
市
立


　
　
　
　
　


俵
山
中
学
校
と
改
称


　
　


32
年　


校
旗
制
定
、
制
服
制
定


　
　


33
年　


校
歌
制
定 


　
　


36
年　


新
校
舎
・
運
動
場
竣
工


　
　
　
　
　


生
徒
数
318
人（
７
学
級
）


　
　


37
年　


学
校
給
食
開
始  


　
　


41
年　


水
泳
プ
ー
ル
竣
工


　
　


53
年　


屋
内
運
動
場
竣
工


　
　


56
年　


テ
ニ
ス
コ
ー
ト
新
設


　
　


60
年　


運
動
場
斜
面
に
桜
苗
木


　
　
　
　
　


50
本
植
樹


　
　


61
年　


校
舎
外
壁
全
面
改
修 


平
成
元
年　


生
徒
数
97
人（
４
学
級
）


　
　


５
年　


保
健
室
・
教
育
相
談
室
・


　
　
　
　
　


図
書
室
を
改
修
、
体
育


　
　
　
　
　


倉
庫
を
新
設


　
　


６
年　


コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
室
を


　
　
　
　
　


新
設


　
　


９
年　


俵
山
中
学
校
開
校
50
周


　
　
　
　
　


年
記
念
式
典


　
　


14
年　


山
口
県
学
校
環
境
緑
化


　
　
　
　
　


コ
ン
ク
ー
ル
最
優
秀
学


　
　
　
　
　


校
賞
受
賞
（
以
降
27
年


　
　
　
　
　


ま
で
連
続
受
賞
）


　
　


18
年　


国
民
文
化
祭
で
歌
舞
伎


　
　
　
　
　
「
五
人
三
番
叟
」
披
露


　
　


28
年　


閉
校（


閉
校
誌
か
ら
抜
粋
）


旧校舎


第１期卒業生（昭和 22年度）第１期卒業生（昭和 22年度）


  「これからも
一緒に」


現在の校舎現在の校舎


　はじめは実感がありませんで
したが、「思い出に残る１年に」
と取組を進める中で、本当に統
合するんだという気持ちがわい
てきました。俵山中と言えば子
ども歌舞伎、観客を魅了する華
やかな舞は素晴らしい伝統だと
思います。在校生は、統合を視
野を広げるチャンスと考え、個
性を伸ばしていってください。
今後も地域行事を通して一緒に
俵山を盛り上げていきましょう。


最後の卒業証書授与式（３月 10日）最後の卒業証書授与式（３月 10 日）








11 2016.4.1 10


　


３
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
通
り
、
平
成
28
年
４
月
か
ら
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援


総
合
事
業
（
総
合
事
業
）
が
始
ま
り
ま
す
。
総
合
事
業
は
、
介
護
が
必
要
な
状
態
に
な


る
こ
と
を
予
防
し
、
支
え
合
い
の
地
域
を
作
る
仕
組
み
で
す
。


い
つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
す
る
た
め
に


「
総
合
事
業
」
が
始
ま
り
ま
す


総
合
事
業
の
具
体
的
内
容


（１）
「
訪
問
介
護
」
が
「
訪
問
型
サ
ー


ビ
ス
」
に
、「
通
所
介
護
」
が
「
通


所
型
サ
ー
ビ
ス
」
に


　


要
支
援
１
・
２
の
人
が
利
用
し
て


い
る
予
防
給
付
の
う
ち
、「
訪
問
介


護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
）」、「
通
所


介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）」
が
総
合


事
業
の「
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
」と「
通


所
型
サ
ー
ビ
ス
」
へ
と
そ
れ
ぞ
れ
移


行
し
ま
す
。
移
行
は
、
認
定
の
有
効


期
間
に
合
わ
せ
順
次
行
い
ま
す
。


（２）
利
用
料
金
が
変
わ
り
ま
す


　


介
護
保
険
で
は
、
月
単
位
で
利
用


料
金
を
計
算
し
ま
す
が
、
総
合
事
業


で
は
１
回
利
用
ご
と
の
費
用
を
計
算


し
ま
す
。


（３）
利
用
手
続
き
が
簡
単
に


　


総
合
事
業
の
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
、


通
所
型
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
つ
い
て


は
、
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
み
で


審
査
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
よ
り
も


早
く
サ
ー
ビ
ス
利
用
を
始
め
る
こ
と


が
で
き
ま
す
。


料
金
の
算
定
に
つ
い
て


　


上
記
（２）
の
と
お
り
、
総
合
事
業
で


は
利
用
料
は
１
回
あ
た
り
の
金
額
で


算
定
し
ま
す
が
、
一
ヵ
月
あ
た
り
の


利
用
回
数
に
応
じ
て
、
月
額
の
限
度


額
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
（
各
表
の
と


お
り
）。


　


ま
た
、
利
用
料
は
、
介
護
保
険
負


担
割
合
証
に
基
づ
き
、
１
割
ま
た
は


２
割
の
負
担
と
な
り
ま
す
。


パート2


サービスを提供する事業所 提　供　地　域
通 仙崎 深川 俵山 三隅 日置 油谷


ゆもと苑指定訪問介護事業所 ○ ○ ○ ○
訪問介護事業所はればれ長門 ○ ○ ○ ○ ○ ○
ヘルパーステーションしあわせ長門 ○ ○ ○ ○ ○ ○
訪問介護ステーションすこやか ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ヘルパーステーション生き活きネットみすみ ○ ○ ○ ○ ○ 要相談 要相談


ヘルパーステーションひまわり日置 ○
社協ゆや訪問介護事業所 ○


総
合
事
業
は２種


類
の
サ
ー
ビ
ス


訪
問
型
サ
ー
ビ
ス


　


訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
日
常
生


活
を
送
る
中
で
利
用
者
本
人
に
必
要


な
援
助
の
サ
ー
ビ
ス
を
使
う
こ
と
が


で
き
ま
す
。


　


自
立
支
援
型
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
、


緩
和
型
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
の
２
種
類


が
あ
り
ま
す
。


●
自
立
支
援
型
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス


　


こ
れ
ま
で
の
介
護
予
防
訪
問
介
護


と
同
じ
内
容
で
す
。


●
緩
和
型
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス


　


生
活
援
助
の
み
の
サ
ー
ビ
ス
で
す
。


※
表
中
の
「
事
業
対
象
者
」


　


総
合
事
業
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
で
審


　


査
し
た
結
果
、
対
象
と
な
っ
た
人


事業所名 所在地 サービス提供地域
通 仙崎 深川 俵山 三隅 日置 油谷


恵光苑
デイサービスセンター 東深川 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○


デイサービスセンター
しあわせ長門 東深川 ○ ○ ○ ○


ひとやすみ 西深川 ○ ○


あんずデイサービス 西深川 ○ ○ ○ ○ ○ ○


きんさい家 東深川 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○


デイサービスゆったり 渋木 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○


長門市社協かよい
デイサービスセンター 通 ○


デイサービスセンター
明和苑 三隅 ○ ○ ○


清風ポラリス
デイサービスセンター 三隅 ○ ○ ○ ○


へき楽園
デイサービスセンター 日置 一部 ○


小規模デイサービス虹 油谷 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○


長門市社協ゆや
デイサービスセンター 油谷 ○


養寿苑
デイサービスセンター 油谷 ○


通
所
型
サ
ー
ビ
ス


　


体
操
や
趣
味
活
動
な
ど
の
各
種
活


動
を
通
じ
て
、
健
康
の
保
持
増
進
、


介
護
予
防
を
行
う
こ
と
で
自
立
し
た


生
活
を
続
け
る
こ
と
が
目
標
で
す
。


　
「
自
立
支
援
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」、


「
地
域
版
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」、「
短
期


集
中
予
防
教
室
」
の
３
種
類
が
あ
り


ま
す
。


事業所名 会場 サービス提供地域
通 仙崎 深川 俵山 三隅 日置 油谷


長門市社会福祉協議会


仙崎人工島
多目的集会場 ○


深川老人憩いの家 ○


長門市社会福祉協議会
三隅支所 三隅保健センター ○


NPO法人
ゆうゆうグリーン俵山 俵山生きがいの館 ○


NPO法人むかつく パタ屋（油谷白木） ○ ○


●
自
立
支
援
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス


　


こ
れ
ま
で
の
介
護
予
防
通
所
介
護


と
同
じ
サ
ー
ビ
ス
で
す
。


●
地
域
版
デ
イ
サ
ー
ビ
ス


　


介
護
を
必
要
と
し
な
い
高
齢
者


に
、
外
出
の
機
会
を
提
供
す
る
サ
ー


ビ
ス
で
す
。
体
操
や
レ
ク
リ
エ
ー


シ
ョ
ン
に
よ
る
交
流
を
し
た
り
、
参


加
者
と
一
緒
に
食
事
を
し
ま
す
。


利用頻度 対象者 利用料（表示は 1割分、1回あたり）
週 1、2回 事業対象者要支援 1・2 186 円


自立支援型ヘルプサービス


利用頻度 対象者 利用料（表示は 1割分、1回あたり）


週１回 事業対象者
要支援 1・2 266 円（月 4回を超えるときは、月 1,168 円）


週２回 事業対象者
要支援 1・2 270 円（月 8回を超えるときは、月 2,335 円）


週 3回
以上


事業対象者
要支援 2 285 円（月12 回を超えるときは、月 3,704 円）


緩和型ヘルプサービス


利用頻度 対象 利用料


週１回 事業対象者・要支援 1
1 回あたり 378 円＋食事代など実費
月 4回を超えるときには月 1,647 円


週２回 事業対象者・要支援 2
1 回あたり 389 円＋食事代など実費
月 8回を超えるときには月 3,377 円


自立支援型デイサービス


利用頻度 対象 利用料（表示は 1割分、1回あたり）
週 1回程度 事業対象者、要支援 1・2 264 円＋食事代など実費


地域版デイサービス


事業所名 サービス提供地域
太陽フィットネスクラブ長門（東深川） 市内全域


利用頻度 対象 利用料（表示は 1割分、1回あたり）
週 1回程度 事業対象者、要支援 1・2 275 円


短期集中予防教室


●
短
期
集
中
予
防
講
座


　


筋
力
を
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
で
生
活


機
能
を
高
め
ま
す
。
お
お
む
ね
３
ヵ


月
間
、
週
１
回
程
度
そ
れ
ぞ
れ
の
体


調
や
体
力
に
合
わ
せ
た
個
別
プ
ロ
グ


ラ
ム
の
下
、筋
力
を
向
上
さ
せ
ま
す
。


　


温
水
プ
ー
ル
を
使
っ
た
水
中
運
動


で
は
、
ひ
ざ
や
腰
へ
の
負
担
が
少
な


い
運
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。


　


ま
た
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
を


使
っ
た
筋
力
ア
ッ
プ
の
た
め
の
運
動


を
、
健
康
運
動
指
導
士
な
ど
の
資
格


を
持
っ
た
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
指


導
し
ま
す
。（
下
写
真
）


■
総
合
事
業
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ


　


長
門
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー


　


℡
23
‐
１
２
４
４
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障
害
者
差
別
解
消
法
が
ス
タ
ー
ト


13


平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら


行
政
機
関
と民間


事
業
者
が
対
象


　
「
障
害
者
差
別
解
消
法
」
は
、
国


や
市
区
町
村
と
い
っ
た
行
政
機
関


（
行
政
機
関
か
ら
の
委
託
先
も
含


む
）、
会
社
や
店
な
ど
の
民
間
事
業


者
に
お
け
る
「
障
害
を
理
由
と
す
る


差
別
」
を
な
く
し
、
す
べ
て
の
人
が


障
害
の
あ
る
な
し
に
関
わ
ら
ず
、
お


互
い
に
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
合
い


な
が
ら
共
生
で
き
る
社
会
を
つ
く
る


た
め
の
法
律
で
す
。


　


民
間
事
業
者
と
は
、目
的
の
営
利
・


非
営
利
、
個
人
・
法
人
を
問
い
ま
せ


ん
。
一
般
的
な
企
業
や
店
だ
け
で
は


な
く
、
例
え
ば
個
人
事
業
者
や
対
価


を
得
な
い
無
報
酬
の
事
業
、
非
営
利


　


４
月
１
日
か
ら
始
ま
っ
た
「
障
害
者
差
別
解
消
法
」
は
、
障
害
の
あ
る


人
へ
の
差
別
を
な
く
す
こ
と
で
、
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
共
に
生
き


る
社
会
を
つ
く
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。


2016.4.1


事
業
を
行
う
社
会
福
祉
法
人
や
Ｎ
Ｐ


Ｏ
法
人
も
対
象
と
な
り
ま
す
。


「
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
」


と
は
？


　
「
不
当
な
差
別
的
取
り
扱
い
」
と


「
合
理
的
配
慮
の
不
提
供
」
が
禁
止


さ
れ
ま
す
。


（１）
不
当
な
差
別
的
取
り
扱
い
の
禁
止


　


障
害
を
理
由
と
し
て
、
正
当
な
理


由
な
く
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
拒
否
し


た
り
、
制
限
し
た
り
、
条
件
を
つ
け


た
り
す
る
よ
う
な
行
為
を
禁
じ
て
い


ま
す
。


不
当
な
差
別
的
取
扱
の
例


・
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
や
習
い
事
の
教


　


室
な
ど
で
、
障
害
が
あ
る
こ
と
を


　


理
由
に
、
入
会
を
断
ら
れ
た


・
ア
パ
ー
ト
の
契
約
を
す
る
と
き
、


　
「
私
に
は
障
害
が
あ
り
ま
す
」
と


　


伝
え
る
と
、
障
害
が
あ
る
こ
と
を


　


理
由
に
ア
パ
ー
ト
を
貸
し
て
く
れ


　


な
か
っ
た


・
店
に
入
ろ
う
と
し
た
ら
、
車
い
す


　


を
利
用
し
て
い
る
こ
と
が
理
由


　


で
、
断
ら
れ
た


　


こ
れ
ら
は
、
障
害
の
な
い
人
と
違


う
扱
い
を
受
け
て
い
る
の
で
、「
不


当
な
差
別
的
取
扱
い
」
で
あ
る
と
考


え
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
ほ
か
に
方


法
が
な
い
場
合
な
ど
は
、「
不
当
な


差
別
的
取
扱
い
」
に
な
ら
な
い
こ
と


も
あ
り
ま
す
。


（２）
合
理
的
配
慮
の
不
提
供


　


障
害
の
あ
る
人
が
困
っ
て
い
る
時


に
、
そ
の
人
の
障
害
に
合
っ
た
必
要


な
工
夫
や
や
り
方
を
相
手
に
伝
え


て
、
そ
れ
を
相
手
に
し
て
も
ら
う
こ


と
を
合
理
的
配
慮
と
い
い
ま
す
。　


合
理
的
配
慮
を
欠
く
例


・
視
覚
障
害
の
あ
る
人
に
書
類
を
渡


　


す
だ
け
で
読
み
あ
げ
な
い


・
災
害
時
の
避
難
所
で
、
聴
覚
障
害


　


の
あ
る
人
が
い
る
と
管
理
者
に
伝


　


え
た
の
に
、
必
要
な
情
報
が
音
声


　


で
し
か
伝
え
ら
れ
な
か
っ
た


・
交
通
機
関
を
利
用
し
た
い
と
き
、


　


ど
の
乗
り
物
に
乗
っ
た
ら
い
い
の


　


か
わ
か
ら
な
い
の
で
職
員
に
聞
い


　


た
が
、
わ
か
る
よ
う
に
説
明
し
て


　


く
れ
な
か
っ
た


・
役
所
の
会
議
に
呼
ば
れ
た
の
で
、


　


わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
く
れ
る


　


人
が
必
要
だ
と
伝
え
て
い
た
が
、


　


用
意
し
て
も
ら
え
な
か
っ
た


　


こ
れ
ら
は
、
障
害
の
な
い
人
に
は


き
ち
ん
と
情
報
を
伝
え
て
い
る
の


に
、
障
害
の
あ
る
人
に
は
情
報
を
伝


え
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。


　


障
害
者
差
別
解
消
法
で
は
、
行
政


機
関
や
民
間
事
業
者
が
、
障
害
の
あ


る
人
に
「
合
理
的
配
慮
を
し
な
い
」


こ
と
も
差
別
と
な
り
ま
す
。


市
役
所
な
ど
行
政
機
関
と
店


な
ど
民
間
事
業
者
と
の
違
い


　


不
当
な
取
扱
を
す
る
こ
と
は
、
役


所
や
会
社
、
店
な
ど
で
禁
止
さ
れ
ま


す
。
特
に
役
所
な
ど
行
政
機
関
は
必


ず
合
理
的
配
慮
を
し
な
け
れ
ば
な
り


ま
せ
ん
。
し
か
し
、
会
社
や
店
な
ど


の
民
間
事
業
者
は
、
障
害
の
あ
る
人


が
困
ら
な
い
よ
う
で
き
る
だ
け
努
力


す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。


　


た
だ
し
、
合
理
的
配
慮
に
過
重
な


負
担
が
か
か
る
場
合
は
、他
の
工
夫
、


方
法
を
考
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。


こ
ん
な
こ
と
で


困
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？


　


障
害
が
あ
る
こ
と
で
、
障
害
の
な


い
人
た
ち
と
は
違
う
扱
い
を
受
け
て


困
っ
た
、
自
分
の
障
害
に
合
っ
た
必


要
な
工
夫
や
や
り
方
を
し
て
も
ら
え


な
か
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？


（
左
イ
ラ
ス
ト
参
照
）　


こ
ん
な
と
き
ど
う
す
る
？


Ｑ
障
害
の
こ
と
で
差
別
さ
れ
た
と
き


　


に
は
、
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
い
い


　


で
す
か
？


Ａ
市
役
所
市
民
福
祉
部
福
祉
課
内
に


　


設
置
さ
れ
た
「
障
害
者
虐
待
防
止


　


セ
ン
タ
ー
」
で
相
談
を
受
け
付
け


　


ま
す


Ｑ
差
別
し
た
民
間
事
業
者
は
ど
う
な


　


る
の
で
す
か
？


Ａ
民
間
事
業
者
の
場
合
、
障
害
の
あ


　


る
人
に
ど
ん
な
対
応
を
し
た
か
市


　


役
所
に
報
告
す
る
よ
う
に
求
め
ら


　


れ
た
り
、
差
別
し
な
い
よ
う
に
注


　


意
を
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す


Ｑ
対
象
と
な
る
「
障
害
者
」
と
は
？


Ａ
こ
の
法
律
に
書
い
て
あ
る
「
障
害


　


者
」
と
は
、
障
害
者
手
帳
を
も
っ


　


て
い
る
人
の
こ
と
だ
け
で
は
あ
り


　


ま
せ
ん
。


　


身
体
障
害
の
あ
る
人
、
知
的
障
害


　


の
あ
る
人
、
精
神
障
害
の
あ
る
人


　
（
発
達
障
害
の
あ
る
人
も
含
む
）、


　


そ
の
他
の
心
や
体
の
は
た
ら
き
に


　


障
害
が
あ
る
人
で
、
障
害
や
社
会


　


の
中
に
あ
る
バ
リ
ア
に
よ
っ
て
、


　


日
常
生
活
や
社
会
生
活
に
相
当
な


　


制
限
を
受
け
て
い
る
人
す
べ
て
が


　


対
象
で
す
。（
障
害
児
も
含
む
）


Ｑ
近
所
の
人
か
ら
差
別
的
な
事
を
言


　


わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
法
律
で
そ
の


　


人
は
罰
を
受
け
ま
す
か
？


Ａ
障
害
者
差
別
解
消
法
が
禁
止
し
て


　


い
る
の
は
、
行
政
機
関
や
民
間
事


　


業
者
に
よ
る
差
別
で
す
。
個
人
が


　


す
る
こ
と
や
考
え
を
罰
す
る
こ
と


　


は
あ
り
ま
せ
ん
。
障
害
の
あ
る
人


　


へ
の
差
別
が
な
く
な
る
よ
う
、
啓


　


発
活
動
に
取
り
組
み
ま
す


役所など
行政機関


会社や店など
民間事業者


不当な
差別的取扱


しては
いけない


しては
いけない


合理的配慮 しなければ
ならない


するように
努力


障害者差別解消法による
行政機関と民間事業者との違い


障
害
者
就
労
支
援
事
業
所


見
学
バ
ス
ツ
ア
ー
を
開
催


し
ま
し
た


　


長
門
市
自
立
支
援
協
議
会
の
就


労
専
門
部
会
が
２
月
16
日
（火）
、
障


害
の
あ
る
人
た
ち
の
就
労
に
対
す


る
理
解
促
進
を
目
的
と
し
て
、
市


内
企
業
、
福
祉
施
設
を
対
象
に
、


障
害
者
就
労
支
援
事
業
所
見
学
バ


ス
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。


　


こ
の
ツ
ア
ー
で
は
長
門
市
内
に


あ
る
５
つ
の
障
害
者
就
労
支
援
事


業
所
の
う
ち
、
ハ
ピ
ネ
ス
さ
ざ
ん


か
、
友
愛
セ
ン
タ
ー
、
長
門
福
祉


作
業
セ
ン
タ
ー
、
キ
ュ
ア
ポ
ー
ト


の
４
つ
の
事
業
所
を
見
学
し
ま
し


た
。
企
業
・
福
祉
施
設
・
行
政
機


関
か
ら
17
人
が
参
加
し
、
参
加
者


か
ら
は
「
一
連
の
作
業
を
一
度
に


頼
む
の
は
困
難
だ
と
思
う
が
、
作


業
を
細
か
く
分
け
て
頼
め
ば
で


き
る
と
感
じ
た
」「
障
害
者
本
人


の
働
き
た
い
気
持
ち
を
大
切
に


し
て
ぜ
ひ
雇
用
に
協
力
し
た
い
」


な
ど
の
声
が
出
さ
れ
ま
し
た
。


障
害
に
つ
い
て
理
解
し
、困
っ


て
い
た
ら
声
を
か
け
よ
う


　


障
害
が
あ
る
人
も
な
い
人
も
共
に


生
き
る
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
は
、


ま
ず
、
障
害
を
正
し
く
理
解
す
る
こ


と
が
大
切
で
す
。
障
害
の
あ
る
人
と


接
し
、
交
流
す
る
機
会
を
持
ち
ま


し
ょ
う
。


　


障
害
の
あ
る
人
の
目
線
で
考
え
る


と
、
店
や
施
設
、
公
共
交
通
機
関
な


ど
で
障
害
の
あ
る
人
が
不
便
を
感
じ


る
こ
と
は
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
り
ま


す
。
困
っ
て
い
る
人
を
見
か
け
た
ら


一
声
か
け
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
自


分
に
何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
尋


ね
て
み
ま
し
ょ
う
。


■
問
い
合
わ
せ　
　


福
祉
課
福
祉
係


　
（
障
害
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー
）
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校庭で
食事を配ります


車いすだからといって、店に入るのを断ら
れた


車いすの人
お断り


災害避難所で聴覚障害の人がいると伝えた
のに、必要な情報が音声だけで伝えられた


聴覚障害がある人に声だけで話をして、説
明が伝わらなかった


どの交通機関に乗ればよいか職員に尋ねた
が、わかるように説明してもらえずに乗り
遅れた


××△△方面　時刻表


障害による不当な差別の例








門の話題長


▲法被の受け渡し


「
通
鯨
唄
」
引
継
式


自
信
を
持
っ
て
大
き
な
声
で


　


古
式
捕
鯨
で
栄
え
た
通
地
区
に


伝
わ
る
「
通
鯨
唄
」の
伝
承
活
動


に
昭
和
63
年
か
ら
取
り
組
ん
で
い


る
通
小
学
校
で
、
３
月
３
日
（木）
、


鯨
唄
の
引
継
式
が
行
わ
れ
、
全
校


児
童
30
人
が
参
加
し
ま
し
た
。


　


式
に
は
、
指
導
に
あ
た
っ
た
通


鯨
唄
保
存
会
の
メ
ン
バ
ー
も
出
席


し
、
児
童
は
全
員
で
鯨
唄
「
祝
え


目め


で


た
出
度
」「
朝
の
め
ざ
め
」
を
う


た
い
ま
し
た
。


　


そ
の
後
、
６
年
生
の
中
谷
優
希


さ
ん
と
小
林
優
太
さ
ん
の
2
人
が


「
こ
れ
か
ら
も
自
信
を
持
っ
て
、


大
き
な
声
を
出
し
て
が
ん
ば
っ
て


く
だ
さ
い
」
と
在
校
生
に
法
被
と


太
鼓
の
バ
チ
を
手
渡
し
ま
し
た
。


　


最
後
に
８
人
の
卒
業
生
に
向
け
、


在
校
生
全
員
が
鯨
唄
「
祝
え
目
出


度
」
を
披
露
し
ま
し
た
。


青
海
島
共
和
国
が
地
域
再
生
大
賞
優
秀
賞
受
賞


も
っ
と
地
域
を
元
気
に
し
た
い


　


深
刻
化
す
る
地
域
課
題
に
挑
む


団
体
へ
エ
ー
ル
を
送
る
た
め
新
聞


社
な
ど
に
よ
り
設
け
ら
れ
た
「
地


域
再
生
大
賞
」
に
お
い
て
、
青
海


島
共
和
国
が
優
秀
賞
を
受
賞
し
、


２
月
29
日
（月）
、
市
長
室
で
報
告
会


が
行
わ
れ
ま
し
た
。


　


同
団
体
は
現
在
、
青
海
区
・
大


泊
区
・
大
日
比
区
の
33
人
が
廃
校


と
な
っ
た
旧
青
海
島
小
学
校
を
拠


点
に
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
体


験
交
流
活
動
や
体
験
型
教
育
旅
行


の
受
け
入
れ
な
ど
を
通
し
て
、
元


気
な
島
国
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で


い
ま
す
。
濱
野
達
男
代
表
は
「
今


後
は
青
海
島
地
区
だ
け
で
な
く
、


通
地
区
と
協
力
し
て
い
く
こ
と
も


大
事
。『
島
は
一
つ
』
の
思
い
で
、


も
っ
と
地
域
を
元
気
に
し
て
い
き


た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。


▲青海島共和国のメンバーと大西市長とで記念撮影


▲大西市長に受賞を報告する濱野代表（左）
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ち
び
な
が
商
店
街
を
つ
く
ろ
う
！


い
ろ
い
ろ
な
職
業
を
体
験


　


今
年
で
11
回
目
を
迎
え
る
「
ち


び
な
が
商
店
街
を
つ
く
ろ
う
！
」


が
2
月
28
日
（日）
、
ル
ネ
ッ
サ
な
が


と
ア
リ
ー
ナ
で
開
催
さ
れ
、
飲
食


関
係
や
雑
貨
屋
、
ス
ポ
ー
ツ
用
品


店
、
警
察
や
消
防
、
銀
行
、
Ｔ
Ｖ


局
な
ど
、
会
場
に
約
50
の
仮
想
店


舗
が
オ
ー
プ
ン
し
、
多
く
の
来
場


者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。


　


参
加
し
た
児
童
た
ち
は
仮
想
の


ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
並
ん
で
職
業
を


選
び
、
そ
れ
ぞ
れ
仕
事
内
容
や
接


客
マ
ナ
ー
な
ど
を
教
わ
り
な
が


ら
、
１
店
舗
あ
た
り
１
時
間
の
体


験
を
行
い
ま
し
た
。


　


働
い
た
後
は
、
ア
ル
バ
イ
ト
代


と
し
て
仮
想
通
貨
「
チ
ビ
ー
」
を


受
け
取
り
、
会
場
で
買
い
物
を
し


て
ま
わ
っ
た
り
、
ま
た
別
の
店
舗


で
働
い
た
り
し
て
い
ま
し
た
。


▲クレープ屋で働く児童たち


▲約 50の仮想店舗がオープンし、多くの来場者でにぎわった会場


▲初めに卒業生と在校生が一緒に鯨唄を披露


出
店
は
、
人
情
味
あ
ふ
れ
る
こ
の
ま
ち
で
。


 


新し


ん


も


と本 


浩こ


う


せ


い盛 


さ
ん


※
仕
事
は　


　


平
成
27
年
10
月
か
ら
、
市
内
で
串


　


か
つ
屋
を
経
営
し
て
い
ま
す
。
大


　


変
な
こ
と
も
多
い
で
す
が
、
そ
れ


　


以
上
に
楽
し
さ
を
感
じ
る
毎
日
を


　


過
ご
し
て
い
ま
す
。


※
起
業
ま
で
の
道
の
り
は


　


高
校
卒
業
後
、
県
外
の
専
門
学
校


　


を
経
て
串
か
つ
屋
に
就
職
、
そ
の


　


後
か
っ
ぽ
う
料
理
店
で
和
食
を
学


　


び
、
こ
の
た
び
独
立
し
ま
し
た
。


※
休
日
の
過
ご
し
方
は


　


一
人
で
ゆ
っ
く
り
温
泉
に
つ
か
っ


　


て
、リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
い
ま
す
。


※
長
門
市
の
好
き
な
と
こ
ろ
は


　


自
然
豊
か
で
、
人
情
味
あ
ふ
れ
る


　


と
こ
ろ
。
さ
わ
や
か
海
岸
か
ら
見


　


る
星
空
も
気
に
入
っ
て
い
ま
す
。


※
今
後
の
目
標
は


　


ま
ず
は
店
の
名
前
を
知
っ
て
も
ら


　


う
こ
と
。
ま
た
こ
れ
ま
で
の
経
験


　


を
生
か
し
、
季
節
に
応
じ
た
料
理


　


を
提
供
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。


※
最
後
に
一
言


　


重
た
い
イ
メ
ー
ジ
の
あ
る
串
か
つ


　


で
す
が
、
あ
っ
さ
り
と
食
べ
や
す


　


く
仕
上
げ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ


　


一
度
味
わ
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
！


 熱血！
新鮮力


門の長 門の


（
串
か
つ
癒
酒
屋
え
み
も
り


／
東
深
川
中
山
区
）
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らしの情報く
市
か
ら
の


お
知
ら
せ


く
ら
し
の
情
報
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国
保
・
介
護
・
後
期
高
齢
者


医
療
保
険
料
の
仮
徴
収


　


国
民
健
康
保
険
、
介
護
保
険
、
後


期
高
齢
者
医
療
保
険
に
つ
い
て
、
平


成
28
年
２
月
の
保
険
料
を
年
金
か
ら


の
天
引
き
（
特
別
徴
収
）
に
よ
っ
て


納
め
て
い
る
人
は
、
２
月
の
保
険
料


と
同
額
を
４
月
・
６
月
・
８
月
支
給


の
年
金
か
ら
仮
徴
収
し
ま
す
。


　


な
お
、
10
月
以
降
の
保
険
料
は
、


６
月
中
旬
に
発
送
予
定
の
保
険
料
額


決
定
通
知
書
（
後
期
高
齢
者
医
療
保


険
は
７
月
中
旬
）
記
載
の
と
お
り
、


新
た
に
決
定
し
た
１
年
間
の
保
険
料


か
ら
、
す
で
に
仮
徴
収
し
た
金
額
を


差
し
引
き
、
残
り
の
額
を
10
月
・
12


月
・
翌
年
２
月
支
給
の
年
金
か
ら
３


回
に
分
け
て
徴
収
し
ま
す
。


■
特
別
徴
収
の
中
止
に
つ
い
て


　


国
民
健
康
保
険
や
後
期
高
齢
者
医


　


療
保
険
の
保
険
料
は
、
滞
納
が
な


　


い
人
に
限
り
、
特
別
徴
収
を
中
止


　


し
口
座
振
替
に
変
更
で
き
ま
す
。


　


な
お
、
介
護
保
険
料
は
特
別
徴
収


　


を
中
止
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん


※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い


■ 


問
い
合
わ
せ


　


保
険
課
賦
課
管
理
係
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固
定
資
産
縦
覧
帳
簿
の


縦
覧
を
実
施


■ 


期
間　


４
／
１ 


（金）
〜
５
／
31 


（火）


８
：
30
〜
17
：
15


※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く


■ 


場
所　


本
庁
税
務
課
、
各
支
所


※
支
所
は
そ
の
地
区
分
の
み


■ 


縦
覧
制
度
と
は


　


自
己
の
資
産
と
他
の
資
産
の
評
価


　


を
比
較
し
て
、
自
己
の
資
産
の
評


　


価
が
適
正
か
ど
う
か
を
判
断
で
き


　


る
よ
う
に
、
土
地
価
格
等
縦
覧
帳


　


簿
ま
た
は
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿


　


を
見
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す


■ 


記
載
内
容　


土
地
価
格
等
縦
覧
帳


簿
（
所
在
・
地
番
・
地
目
・
地
積
・


価
格
）、
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿


（
所
在
・
家
屋
番
号
・
種
類
・
構
造
・


床
面
積
・
建
築
年
次
・
価
格
）


■ 
縦
覧
で
き
る
人　


固
定
資
産
税
の


納
税
者
お
よ
び
そ
の
代
理
人


※ 


運
転
免
許
証
な
ど
本
人
確
認
が
で


き
る
も
の
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い


※
代
理
人
の
場
合
は
委
任
状
が
必
要


■ 


路
線
価
な
ど
の
公
開　


路
線
価
・


　


標
準
宅
地
の
価
格
を
公
開


※
公
開
場
所
は
本
庁
税
務
課


■ 


固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧


　


固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者
な
ど


　


は
自
分
の
資
産
の
課
税
台
帳
を
閲


　


覧
で
き
ま
す
。
閲
覧
希
望
者
は
本


　


人
確
認
が
で
き
る
も
の
を
持
参
し


　


て
く
だ
さ
い


■ 


固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
へ
の


審
査
申
出
期
間


　


 


４
／
１
（金）
〜
納
税
通
知
書
を
受
け


取
っ
た
日
か
ら
３
ヵ
月
以
内


■ 


問
い
合
わ
せ


　


税
務
課
固
定
資
産
税
係


℡
23
‐
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ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
行
政


サ
ー
ビ
ス
を
実
施
中


　


現
在
郵
便
局
で
は
、
住
民
票
の
写


し
の
交
付
な
ど
特
定
の
事
務
サ
ー
ビ


ス
を
行
う
「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
行
政


サ
ー
ビ
ス
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。


■
取
扱
郵
便
局


　


宗
頭
・
三
隅
・
沢
江
・
湯
本
・
黄


　


波
戸
・
川
尻
・
伊
上
郵
便
局


※
交
付
時
は
、本
人
確
認
用
書
類（
免


　


許
証
・
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
）
の
提


　


示
を
お
願
い
し
ま
す


■
取
扱
日
時　


月
〜
金
曜
日


９
：
00
〜
17
：
00


低
所
得
高
齢
者
向
け


臨
時
福
祉
給
付
金


　


国
の
経
済
対
策
の
影
響
が
及
び
に


く
い
、
低
所
得
高
齢
者
を
支
援
す
る


た
め
の
給
付
金
支
給
事
業
を
実
施
し


ま
す
。


■
対
象
者　


平
成
27
年
１
月
１
日
に


　


長
門
市
に
住
民
票
が
あ
り
、
次
の


　


条
件
を
い
ず
れ
も
満
た
す
人


 


・
平
成
27
年
度
の
市
民
税
が
非
課
税


　


で
、
平
成
28
年
度
中
に
65
歳
以
上


　


に
な
る
人


 


・
平
成
27
年
度
の
市
民
税
が
課
税
さ


　


れ
て
い
る
人
の
扶
養
親
族
な
ど
に


　


な
っ
て
い
な
い
人


 


・
生
活
保
護
を
受
け
て
い
な
い
人


■
支
給
額


　


対
象
者
１
人
に
つ
き
３
万
円


■
申
請
方
法


　


該
当
す
る
可
能
性
が
あ
る
人
に
は


　


４
月
下
旬
に
案
内
文
書
を
送
付
す


　


る
予
定
で
す
。
申
請
書
に
必
要
事


　


項
を
記
入
し
押
印
の
う
え
、
本
人


　


確
認
書
類
と
指
定
す
る
口
座
が
確


　


認
で
き
る
書
類
の
写
し
な
ど
を
添


　


え
て
郵
送
な
ど
で
申
請
し
て
く
だ


　


さ
い


※
詳
細
は
案
内
文
書
に
同
封
し
ま
す


■
申
請
期
間


　


５
／
２
（月）
〜
８
／
３
（水）


※
当
日
消
印
有
効


■
支
給
時
期


　


審
査
を
通
過
し
た
も
の
か
ら
順
に


　


６
月
以
降
に
口
座
振
込
予
定


○
高
齢
者
向
け
の
給
付
金
を
装
っ
た


　「
う
そ
電
話
詐
欺
」「
個
人
情
報
の


　
詐
取
」
に
注
意


 


・
市
や
厚
生
労
働
省
な
ど
が
Ａ
Ｔ
Ｍ


　
（
銀
行
・
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
の
現
金


　


自
動
支
払
機
）
の
操
作
を
お
願
い


　


す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん


 


・
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
自
分
で
操
作
し
て
、
他


　


人
か
ら
お
金
を
振
り
込
ん
で
も
ら


　


う
こ
と
は
絶
対
に
で
き
ま
せ
ん


 


・
市
や
厚
生
労
働
省
な
ど
が
「
高
齢


　


者
向
け
の
給
付
金
」
の
支
給
の
た


　


め
に
、
手
数
料
な
ど
の
振
込
を
求


　


め
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん


 


・
厚
生
労
働
省
が
住
民
の
皆
さ
ん
の


　


世
帯
構
成
や
銀
行
口
座
の
番
号
な


　


ど
の
個
人
情
報
を
照
会
す
る
こ
と


　


は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん


　


自
宅
や
職
場
な
ど
に
市
や
厚
生
労


働
省
（
の
職
員
）
な
ど
を
か
た
っ
た


電
話
が
あ
っ
た
り
、
不
審
な
郵
便
物


が
届
い
た
り
し
た
場
合
は
、
迷
わ
ず


市
役
所
や
最
寄
り
の
警
察
署
に
連
絡


し
て
く
だ
さ
い
。


■
問
い
合
わ
せ


　


福
祉
課
福
祉
係
（
給
付
金
窓
口
）


℡
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「
な
が
と
み
ら
い
会
議
」


参
加
者
募
集


　


平
成
29
年
度
以
降
10
年
間
の
市
の


総
合
的
か
つ
計
画
的
な
行
政
運
営
の


指
針
と
な
る
「
第
２
次
長
門
市
総
合


計
画
」
の
策
定
に
向
け
て
、
未
来
の


長
門
市
の
姿
に
つ
い
て
、
市
民
み
ん


な
で
語
り
合
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ


「
な
が
と
み
ら
い
会
議
」
を
開
催
し


ま
す
。


　


あ
な
た
は
長
門
市
を
ど
ん
な
ま
ち


に
し
た
い
で
す
か
。「
長
門
市
は
こ


ん
な
ま
ち
に
な
る
と
い
い
！
こ
ん
な


ま
ち
に
し
た
い
！
」
な
ど
、
市
民
の


皆
さ
ん
の
未
来
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の


熱
い
想
い
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。


■
日
時　


４
／
16 


（土）


９
：
30
〜（
約
２
時
間
）


■
場
所


　


長
門
市
物
産
観
光
セ
ン
タ
ー
２
階


　


会
議
室


■
参
加
者


　


市
内
に
住
所
を
有
す
る
高
校
生
以


　


上
の
人


■
定
員　


40
人
（
先
着
順
）


■
申
込
方
法　


４
／
13 


（水）
ま
で
に
電


　


話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い


■
問
い
合
わ
せ


　


企
画
政
策
課
企
画
調
整
係


℡
23
‐
１
２
２
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ひ
と
り
暮
ら
し
の
不
安
を


解
消
す
る
た
め
に


地
域
見
守
り
体
制
整
備
事
業


【
緊
急
通
報
装
置
】
設
置
案
内


　


市
で
は
、
在
宅
の
高
齢
者
や
身
体


障
害
者
を
対
象
と
し
て
、
地
域
に
お


け
る
自
立
し
た
生
活
を
支
援
す
る
た


め
、
家
庭
内
の
緊
急
事
態
な
ど
に
迅


速
に
対
応
で
き
る
体
制
を
整
備
す
る


「
地
域
見
守
り
体
制
整
備
事
業
」
を


実
施
し
て
い
ま
す
。


■
事
業
内
容　


利
用
者
の
体
調
不
良


　


時
な
ど
に
、
緊
急
通
報
装
置
を
通


　


じ
て
、
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー


　


職
員
が
救
急
車
の
対
応
、
健
康
・


　


介
護
に
関
す
る
相
談
、
親
族
へ
の


　


連
絡
、
協
力
員
へ
の
駆
け
つ
け
の


　


依
頼
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。ま
た
、


　


電
話
に
よ
り
月
２
回
、
利
用
者
の


　


健
康
状
態
を
確
認
し
ま
す


■
助
成
対
象
者


　


市
内
に
居
住
し
、
身
体
上
慢
性
疾


　


患
な
ど
日
常
生
活
に
不
安
が
あ
り


　


次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人


①
65
歳
以
上
の
高
齢
者
単
身
世
帯
者


②
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯


　


で
、
世
帯
全
員
が
要
援
護
状
態
に


　


あ
る
人


③
ひ
と
り
暮
ら
し
の
重
度
障
害
者


■
利
用
料　


月
440
円
（
収
入
に
よ
り


　


免
除
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）


■
申
請
手
続
き


 


・
家
族
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
民
生


　


委
員
な
ど
か
ら
の
申
請
も
可
能
で


　


す
の
で
、
ま
ず
は
身
近
な
人
に
相


　


談
し
て
く
だ
さ
い


 


・
申
請
の
際
、
①
緊
急
時
の
親
族
へ


　


の
連
絡
先
（
複
数
人
可
能
）
②
緊


　


急
時
に
駆
け
つ
け
る
こ
と
が
で
き


　


る
協
力
員
（
２
人
）
③
利
用
料
振


　


替
口
座
を
確
認
し
ま
す
の
で
、①
・


　


②
に
つ
い
て
親
族
、
協
力
員
の
承


　


諾
を
得
て
お
い
て
く
だ
さ
い


■
申
請
場
所　


本
庁
福
祉
課
福
祉


　


係
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、


　


三
隅
支
所
総
合
窓
口
課
、
日
置
支


　


所
総
合
窓
口
課
、
油
谷
保
健
福
祉


　


セ
ン
タ
ー
、
各
出
張
所


※
申
請
は
随
時
受
付


■
問
い
合
わ
せ　


福
祉
課
福
祉
係


℡
23
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■
郵
便
局
で
交
付
で
き
る
証
明
書


　


戸
籍
の
全
部
事
項
証
明
書
（
謄


　


本
）、個
人
事
項
証
明
書
（
抄
本
）、


　


戸
籍
の
一
部
事
項
証
明
書
、
戸
籍


　


の
附
票
の
写
し
（
全
部
・
一
部
）、


　


住
民
票
の
写
し
（
全
部
・
一
部
）、


　


印
鑑
登
録
証
明
書
、
所
得
証
明
書


　
（
個
人
）、
課
税
証
明
書
（
個
人
市


　


県
民
税
）、
非
課
税
証
明
書
（
個


　


人
市
県
民
税
）、
所
得
課
税
証
明


　


書
（
個
人
市
県
民
税
）、
納
税
証


　


明
書
（
個
人
市
県
民
税
、
固
定
資


　


産
税
、
都
市
計
画
税
、
継
続
検
査


　


用
を
除
く
軽
自
動
車
税
）


■
問
い
合
わ
せ


 


・
市
民
課
窓
口
係


℡
23
‐
１
１
２
７


 


・
税
務
課
市
民
税
係℡


23
‐
１
１
２
３


引
っ
越
し
た
と
き
は


住
民
票
の
手
続
き
を


　


選
挙
で
投
票
す
る
た
め
に
必
要
な


選
挙
人
名
簿
へ
の
登
録
は
、
原
則
、


住
民
票
が
あ
る
市
区
町
村
で
行
わ
れ


ま
す
。


　


引
っ
越
し
た
場
合
は
、
速
や
か
に


住
民
票
の
届
け
出
を
し
ま
し
ょ
う
。


■
選
挙
人
名
簿
の
登
録


 


・
市
区
町
村
に
住
民
票
が
作
成
さ
れ


　


た
日
か
ら
３
ヵ
月
以
上
居
住
し
て


　


い
る
人
が
対
象
と
な
り
ま
す


 


・
公
職
選
挙
法
の
改
正
に
よ
り
、
ま


　


だ
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い


　


な
い
人
が
転
出
し
た
場
合
も
、
一


　


定
の
条
件
の
も
と
、
転
出
前
の
市


　


区
町
村
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ


　


れ
ま
す


※
詳
細
は
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
の


　


ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ


　


さ
い


■
問
い
合
わ
せ　


長
門
市
選
挙
管
理


　


委
員
会　
　
　


℡
23
‐
１
１
６
７


第
38
回
長
門
市


中
央
公
民
館
ま
つ
り


■
日
時


 


・
４
／
23 


（土）　


９
：
00
〜
16
：
00


 


・
４
／
24 


（日）　


９
：
00
〜
15
：
00


■ 


内
容　


ス
テ
ー
ジ
発
表
、
作
品
展


示
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
バ
ザ
ー


■ 


会
場　


長
門
市
中
央
公
民
館


■ 


問
い
合
わ
せ　


長
門
市
中
央
公
民


館　
　
　
　
　


℡
23
‐
１
１
８
１
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実施月日 相談内容 相談場所


４月


11日（月）行政相談 日置支所
12日（火）行政相談 三隅支所・ラポールゆや


20日（水）人権・行政相談
長門市役所１階市民相談室


（合同相談）
27日（水）無料法律相談 長門市役所１階市民相談室


５月


９日（月）行政相談 日置支所
10日（火）行政相談 三隅支所・ラポールゆや
11日（水）無料法律相談 三隅支所
18日（水）行政相談 長門市役所１階市民相談室
25日（水）無料法律相談 長門市役所１階市民相談室


６月


１日（水）人権特設相談


長門市役所１階市民相談室
三隅支所
日置支所
ラポールゆや


13日（月）行政相談 日置支所
14日（火）行政相談 三隅支所・ラポールゆや
15日（水）人権・行政相談 仙崎公民館（合同相談）
22日（水）無料法律相談 長門市役所１階市民相談室


７月


11日（月）行政相談 日置支所
12日（火）行政相談 三隅支所・ラポールゆや
13日（水）無料法律相談 日置支所
20日（水）行政相談 長門市役所１階市民相談室
27日（水）無料法律相談 長門市役所１階市民相談室


８月


８日（月）人権・行政相談 日置支所（合同相談）
９日（火）行政相談 三隅支所・ラポールゆや


17日（水）人権・行政相談
長門市役所１階市民相談室


（合同相談）
24日（水）無料法律相談 長門市役所１階市民相談室


９月


12日（月）行政相談 日置支所
13日（火）人権・行政相談 三隅支所（合同相談）
13日（火）行政相談 ラポールゆや
14日（水）無料法律相談 ラポールゆや
21日（水）人権・行政相談 通公民館（合同相談）
28日（水）無料法律相談 長門市役所１階市民相談室


平成28年度 市民相談関係日程表


■消費生活に関する相談
・日時　月～金曜日（祝日除く）８：30～17：00
・窓口　本庁１階消費生活センター
・問い合わせ　長門市消費生活センター　℡23-1115
■市民相談
・日時　月～金曜日（祝日除く）８：30～17：15
・窓口　本庁１階市民課市民相談係
・問い合わせ　市民課市民相談係　℡23-1299
■配偶者暴力相談
・日時　月～金曜日（祝日除く）８：30～17：15
・窓口　本庁１階市民課市民相談係
・問い合わせ　市民課市民相談係　℡23-1299
■人権相談・行政相談　本庁・各支所
・日時　上記日程表のとおり　10：00～12：00
※相談は無料、秘密は厳守します
※開設日以外でも相談は可能です


■年金相談・申請（平成28年度から事前予約制）
・日時　第２・４木曜日  10：00～12：00、13：00～15：00
※祝日と重なる場合は、変更することがあります
・場所　本庁３階会議室
・予約先　日本年金機構萩年金事務所　℡0838-24-2158
■無料法律相談（事前予約制）
・日時／場所　
　奇数月第２水曜日（各支所巡回開設）
　毎月第４水曜日（本庁）10：00 ～ 15：00（１人 30 分）
※祝日と重なる場合は、変更することがあります
・予約先　市民課市民相談係　℡23-1299
■長門法律相談センター（事前予約制）
・日時　毎週火曜日　13：00～16：00
・場所　長門市地域福祉センター　相談室
・相談料　30分　５，０００円
・予約先　長門法律相談センター　℡0838-24-0500
※多重債務・民事交通事故相談は無料
※世帯の収入により、相談料が無料になる場合あり


■本ページについての問い合わせ
　市民課市民相談係　℡23-1299


実施月日 相談内容 相談場所


10 月


７日（金）行政相談 日置支所
11日（火）行政相談 三隅支所・ラポールゆや
19日（水）行政相談 長門市役所１階市民相談室
26日（水）無料法律相談 長門市役所１階市民相談室


11 月


８日（火）行政相談 三隅支所
８日（火）人権・行政相談 ラポールゆや（合同相談）
９日（水）無料法律相談 三隅支所
14日（月）行政相談 日置支所
16日（水）人権・行政相談 俵山公民館（合同相談）
30日（水）無料法律相談 長門市役所１階市民相談室


12 月


12日（月）行政相談 日置支所
13日（火）行政相談 三隅支所・ラポールゆや


21日（水）人権・行政相談
長門市役所１階市民相談室


（合同相談）
28日（水）無料法律相談 長門市役所１階市民相談室


１月


６日（金）行政相談 日置支所
10日（火）行政相談 三隅支所・ラポールゆや
11日（水）無料法律相談 日置支所
18日（水）行政相談 長門市役所１階市民相談室
25日（水）無料法律相談 長門市役所１階市民相談室


２月


13日（月）行政相談 日置支所
14日（火）行政相談 三隅支所・ラポールゆや


15日（水）人権・行政相談
長門市役所１階市民相談室


（合同相談）
22日（水）無料法律相談 長門市役所１階市民相談室


３月


８日（水）無料法律相談 ラポールゆや
13日（月）行政相談 日置支所
14日（火）行政相談 三隅支所
15日（水）行政相談 長門市役所１階市民相談室
22日（水）無料法律相談 長門市役所１階市民相談室


成
人
用
肺
炎
球
菌


ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種


　


平
成
28
年
度
、
国
が
定
め
た
成
人


用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
の


対
象
者
は
左
記
の
と
お
り
で
す
（
こ


れ
ま
で
に
受
け
た
こ
と
の
あ
る
人
は


対
象
外
）。
か
か
り
つ
け
医
に
相
談


の
う
え
、
接
種
を
お
願
い
し
ま
す
。


■ 


接
種
期
間


　


４
／
１
（金）
〜
平
成
29
年
３
／
31 


（金）


■ 


自
己
負
担
額　


２
、  


７
９
０
円


■ 


問
い
合
わ
せ　


長
門
市
保
健
セ
ン


タ
ー　
　
　
　


℡
23
‐
１
１
３
２


■予防接種対象者生年月日


● 


２
０
１
６
全
日
本
綱
引
選
手
権
大


会
／
３
月
６
日
／
駒
沢
オ
リ
ン


ピ
ッ
ク
公
園
総
合
運
動
場
体
育
館


【
俵
山
Ｔ
Ｃ
】


　


河
地    


茂
一　


 


伊
藤    


隆
夫


　


福
本    


道
晴　


本
田    


勝
規


　


増
野    


亨　
　


梅
田    


信
司


　


増
野    


敏
之　


坂
田    


美
継


　


三
浦    


浩
一　


加
藤    


広
嗣


　


坂
辻    


満　
　


中
三
川
竜
二


▲俵山ＴＣの皆さん


全
国
大
会
出
場
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す


出
場
選
手
・
大
会
名
は
次
の
と
お
り
で
す
（
敬
称
略
）


● 


第
27
回
全
国
高
等
学
校
選
抜
ボ
ー


ト
大
会
／
３
月
19
日
〜
21
日
／
静


岡
県
浜
松
市
天
竜
ボ
ー
ト
場


　


山
田   


由
佳


（
大
津
緑
洋
高
校
２
年
）


年 齢 生 年 月 日
65歳 昭和26年４月２日生～昭和27年４月１日生
70歳 昭和21年４月２日生～昭和22年４月１日生
75歳 昭和16年４月２日生～昭和17年４月１日生
80歳 昭和11年４月２日生～昭和12年４月１日生
85歳 昭和６年４月２日生～昭和７年４月１日生
90歳 大正15年４月２日生～昭和２年４月１日生
95歳 大正10年４月２日生～大正11年４月１日生
100歳 大正５年４月２日生～大正６年４月１日生


▲山田由佳さん


長
門
市
食
育
推
進
会
議


委
員
募
集


　


市
で
は
、
平
成
26
年
度
に
第
２
次


長
門
市
食
育
推
進
計
画
を
策
定
し
、


「
食
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
」「
食
を


通
じ
た
人
づ
く
り
」「
食
で
つ
な
ぐ
地


域
づ
く
り
」
を
重
点
目
標
と
し
て
食


育
推
進
施
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。
計


画
の
推
進
に
あ
た
り
、
幅
広
く
意
見


を
聴
き
、
審
議
す
る
長
門
市
食
育
推


進
会
議
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。


■
会
議　


第
２
次
長
門
市
食
育
推
進


　


計
画
の
推
進
に
つ
い
て
審
議
の
た


　


め
、
平
日
の
昼
間
に
年
２
回
程
度


　


開
催
（
規
定
の
報
酬
・
交
通
費
を


　


支
給
し
ま
す
）


■
応
募
資
格　


食
育
に
関
し
て
広
く


　


関
心
を
持
つ
、
市
内
在
住
の
20
歳


　


以
上
の
人


■
募
集
人
数　


２
人
以
内


■
任
期　


平
成
30
年
３
／
31 


（土）
ま
で


■
応
募
方
法　


健
康
増
進
課
に
備
え


　


付
け
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を


　


記
入
し
提
出


※
応
募
の
結
果
は
、
文
書
で
通
知
し


　


ま
す


■
応
募
期
限　


４
／
28 


（木）


■ 


問
い
合
わ
せ


　


長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー


℡
23
‐
１
１
３
３


豪
華
客
船
「
飛
鳥
Ⅱ
」


入
港
歓
迎
行
事


　


４
月
23
日
（土）
、ク
ル
ー
ズ
客
船「
飛


鳥
Ⅱ
」が「
春は
る
い
ろ彩
の
日
本
一
周
ク
ル
ー


ズ
」
で
仙
崎
港
沖
合
い
に
初
入
港
し


ま
す
。
入
港
に
合
わ
せ
て
、
青
海
島


シ
ー
サ
イ
ド
ス
ク
エ
ア
を
中
心
に
入


港
歓
迎
行
事
を
開
催
し
ま
す
。


■
入
港
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
予
定
）


　


７
：
00　


入
港
（
沖
合
）


　


８
：
30　


上
陸
開
始
、
地
元
園
児


　
　
　
　
　


が
お
出
迎
え


　


11
：
00　


物
産
展
開
始
、
俵
山
温


　
　
　
　
　


泉
足
湯
・
物
販


　


17
：
00　


出
港


お
見
送
り
ク
ル
ー
ズ
参
加
者
募
集


　


出
港
の
際
に
行
う
「
お
見
送
り
ク


ル
ー
ズ
」の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。


■
集
合
場
所


　


青
海
島
観
光
汽
船
乗
船
客
待
合
室


■
集
合
時
間　


16
：
30
（
厳
守
）


■
内
容　


観
光
遊
覧
船
に
乗
船
し
、


　


客
船
と
並
走
し
お
見
送
り
（
悪
天


　


候
な
ど
に
よ
り
中
止
す
る
こ
と
が


　


あ
り
ま
す
）


■
定
員　


80
人
（
応
募
者
多
数
の
場


　


合
は
抽
選
と
し
、
抽
選
結
果
は
返


　


信
は
が
き
で
通
知
し
ま
す
）


■
対
象
者　


市
内
在
住
の
人
（
小
学


　


生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）


■
参
加
料　


無
料


■
応
募
方
法　


往
復
は
が
き
で
申
し


　


込
み
（
１
枚
に
つ
き
４
人
ま
で
）


《
往
信
は
が
き
裏
面
》


　
「
お
見
送
り
ク
ル
ー
ズ
希
望
」
と


　


明
記
し
、
申
込
者
全
員
の
住
所
・


　


氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号


　


を
記
入


《
返
信
は
が
き
表
面
》


　


郵
便
番
号
・
代
表
者
の
住
所
お
よ


　


び
氏
名
を
記
入


■
応
募
締
切　


４
／
12 


（火）
必
着


■ 


申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ


　


〒
７
５
９
‐
４
１
９
２


　


長
門
市
東
深
川
１
３
３
９
‐
２


　


観
光
課
観
光
振
興
係


℡
23
‐
１
１
３
７
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長
門
市
教
育
特
別
表
彰


受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
学
校
・
学
年
は
３
月
現
在
・
敬
称
略
）


【
文
化
部
門
】


◆
第
59
回
山
口
県
読
書
感
想
画
コ
ン


　


ク
ー
ル　


山
口
県
教
育
長
賞


　


八
木
萌
々
子（
仙
崎
小
学
校
５
年
）


◆
第
37
回
読
売
学
生
書
展　


宗
像
大


　


社
賞


　


西
村　


有
貴（
深
川
小
学
校
３
年
）


◆
第
59
回
西
日
本
読
書
感
想
画
コ
ン


　


ク
ー
ル　


優
秀
賞


　


増
野　


蓮
（
日
置
小
学
校
５
年
）


◆
第
49
回
中
学
生
の
「
税
に
つ
い
て


　


の
作
文
」　


全
国
納
税
貯
蓄
組
合


　


連
合
会
優
秀
賞


　


佐
藤　


銀
河（
仙
崎
中
学
校
１
年
）


◆
平
成
27
年
度
山
火
事
予
防
ポ
ス


　


タ
ー
用
原
画
・
標
語　


標
語
の
部


　


全
国
森
林
組
合
連
合
会
会
長
賞


　


横
田　


遼
祐（
深
川
中
学
校
１
年
）


◆
第
37
回
読
売
学
生
書
展　


山
口
県


　


知
事
賞 


　


上
田　


未
優（
深
川
中
学
校
１
年
）


◆
第
37
回
公
募
習
研
山
口
県
書
道
展


　


山
口
県
知
事
賞


　


上
野　


愛
実（
深
川
中
学
校
２
年
）


【
体
育
部
門
】


◆
第
40
回
山
口
県
道
場
少
年
剣
道
大


　


会　


団
体
戦
優
勝


　


岡
村　


晴
矢（
仙
崎
小
学
校
５
年
）


◆
平
成
27
年
度
山
口
県
体
育
大
会
柔


　


道
競
技
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
部


　


小
学
６
年
生
男
子
軽
量
級


　


個
人
第
１
位


　


松
本　


燎
（
仙
崎
小
学
校
6
年
）


◆
第
35
回
山
口
県
小
学
校
通
信
水
泳


　


競
技
大
会


　


50
ｍ
・
100
ｍ
自
由
形　


６
年
女
子


　


の
部　


第
１
位


　


石
川　


一
葉（
深
川
小
学
校
６
年
）


◆
第
50
回
交
通
安
全
子
供
自
転
車
山


　


口
県
大
会　


団
体
優
勝 


　


河
田　


怜
二（
向
陽
小
学
校
６
年
）


　


竹
内　


浩
紀（
向
陽
小
学
校
６
年
）


　


村
田
紗
葵
子（
向
陽
小
学
校
６
年
）


　


個
人
第
１
位


　


長
澄　


凜
（
向
陽
小
学
校
６
年
）


◆
第
31
回
全
国
小
学
生
陸
上
競
技
交


　


流
大
会
山
口
県
代
表
選
考
会


　


小
学
５
・
６
年
男
子
走
高
跳


　


第
１
位


　


原
川　


翔
太（
明
倫
小
学
校
６
年
）


◆
第
35
回
山
口
県
小
学
校
通
信
水
泳


　


競
技
大
会　


50
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー 


　


６
年
男
子
の
部　


第
１
位


　
　


野　


翼
（
浅
田
小
学
校
６
年
）


◆
平
成
27
年
度
山
口
県
体
育
大
会
相


　


撲
競
技　


６
年
生
の
部　


第
１
位


　


中
谷　


太
星（
油
谷
小
学
校
６
年
）


◆
第
31
回
全
国
小
学
生
陸
上
競
技
交


　


流
大
会
山
口
県
代
表
選
考
会


　


小
学
６
年
男
子
100
ｍ　


第
１
位


　


走
幅
跳　


第
１
位


　


吉
屋　


正
義（
油
谷
小
学
校
６
年
）


◆
第
15
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大


　


会　


50
ｍ
自
由
形　


第
２
位


　


50
ｍ
平
泳
ぎ　


第
３
位 


　


村
岡　


翼
輝（
深
川
中
学
校
2
年
）


◆
第
49
回
中
国
中
学
校
水
泳
競
技
選


　


手
権
大
会


　


女
子
100
ｍ
背
泳
ぎ　


第
２
位


　


木
原　


夏
美（
三
隅
中
学
校
2
年
）


◆
第
９
回
Ａ
Ｌ
Ｌ　


Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ


　


Ｓ
Ｕ
Ｒ
Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ｇ　


Ｇ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｄ


　


Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ｐ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
Ｇ
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｓ


　


２
０
１
５


　


ボ
デ
ィ
ボ
ー
ド
ウ
ィ
メ
ン
ク
ラ
ス


　


第
３
位


　


岡
田
吹
羽
子（
菱
海
中
学
校
２
年
）


市
長
賞
（
大
賞
）


和
田　


幹
雄
（
絵
画
／
西
深
川
）


市
議
会
議
長
賞


松
本　


実
佳
（
書
／
油
谷
川
尻
）


市
教
育
長
賞


今
浦　


照
之（
工
芸
彫
塑
／
日
置
上
）


長
門
文
化
協
会
長
賞


大
谷　


礼
子
（
写
真
／
三
隅
中
）


特
　
選


河
野　


勝
治
（
絵
画
／
東
深
川
）


鹿
嶋　


和
子
（
絵
画
／
西
深
川
）


中
島　


康
子
（
書
／
油
谷
河
原
）


岸
根　


正
明
（
工
芸
彫
塑
／
仙
崎
）


保
坂　


富
弥（
写
真
／
油
谷
蔵
小
田
）


柴
田　


健
夫
（
写
真
／
油
谷
津
黄
）


入
　
選


近
藤　


晃
生
（
絵
画
／
東
深
川
）


山
﨑　


秀
士
（
絵
画
／
三
隅
上
）


柴
田　


昌
俊（
絵
画
／
油
谷
新
別
名
）


早
川　


恵
（
書
／
西
深
川
）


福
谷　


馨（
工
芸
彫
塑
／
油
谷
川
尻
）


河
野　


和
雄
（
工
芸
彫
塑
／
仙
崎
）


浜
谷　


信
明（
工
芸
彫
塑
／
東
深
川
）


宮
﨑　


茂
（
写
真
／
油
谷
河
原
）


杉
山　


和
郎
（
写
真
／
渋
木
）


末
永　


洋
幸（
写
真
／
油
谷
新
別
名
）


佳
　
作


白
石　


悦
子
（
絵
画
／
通
）


中
村　


伸
之
（
絵
画
／
西
深
川
）


小
川　


浩
一
（
絵
画
／
日
置
上
）


前
川　


祥
子
（
書
／
油
谷
伊
上
）


上
田　


生
夫


（
工
芸
彫
塑
／
油
谷
向
津
具
下
）


村
田　


佐
保
子（


工
芸
彫
塑
／
東
深
川
）


松
野　


喜
久
枝（


工
芸
彫
塑
／
三
隅
下
）


有
吉　


昇
（
写
真
／
油
谷
久
富
）


山
徳　


保
（
写
真
／
油
谷
新
別
名
）


■
問
い
合
わ
せ


　
企
画
政
策
課
企
画
調
整
係


℡
23
‐
１
１
１
６


　


２
月
27
日
（土）
か
ら
３
月
６
日
（日）
ま
で
、
ル
ネ
ッ
サ
な
が
と
文
化
情


報
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で「
第
22
回
長
門
市
美
術
展
」が
開
催
さ
れ
、絵
画
、書
、


工
芸・彫
塑
、
写
真
の
４
部
門
に
計
86
点
の
力
作
が
出
展
さ
れ
ま
し
た
。


　
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）


第
22
回
　


長
門
市
美
術
展


　


４
月
１
日
か
ら
、
妊
娠
・
出


産
、
子
育
て
の
悩
み
・
相
談
に
対


応
す
る
総
合
相
談
窓
口
「
産
前
産


後
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を


開
設
し
ま
す
。
相
談
内
容
に
応
じ


て
、
継
続
的
な
サ
ポ
ー
ト
や
必
要


な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
な
ど
、


母
親
や
そ
の
家
族
へ
切
れ
目
な
い


支
援
を
行
い
ま
す
。
次
の
よ
う
な


場
合
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。


妊
娠
中


 


・
妊
娠
し
た
可
能
性
が
あ
る
が
相


　


談
で
き
ず
に
い
る


 


・
初
め
て
の
妊
娠
、
出
産
で
不
安


 


・
産
後
、
手
伝
っ
て
く
れ
る
人
が


　


近
く
に
い
な
く
て
不
安　


な
ど


子
育
て
中


 


・
赤
ち
ゃ
ん
が
泣
い
て
ば
か
り
で


　


ど
う
し
て
い
い
か
分
か
ら
な
い


 


・
赤
ち
ゃ
ん
の
体
重
が
増
え
て
い


　


る
か
心
配


 


・
子
育
て
を
し
て
い
て
孤
独
や
不


　


安
を
感
じ
る


 


・
子
ど
も
の
発
達
に
不
安
が
あ
る


　


な
ど


　


そ
の
他
、
次
の
よ
う
な
サ
ー
ビ


ス
（
有
料
）
が
あ
り
ま
す
。


マ
タ
ニ
テ
ィ
ケ
ア
事
業


　


心
身
の
不
調
や
育
児
不
安
が
あ


り
、
家
族
か
ら
の
援
助
が
受
け
ら


れ
な
い
場
合
、
助
産
院
や
病
院
で


産
前
産
後
に
心
身
の
ケ
ア
や
育
児


指
導
な
ど
を
受
け
ら
れ
ま
す
。


産
前
産
後
ケ
ア
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業


　


体
調
不
良
な
ど
に
よ
り
家
事
・


育
児
な
ど
に
支
障
が
あ
り
、
ほ
か


に
家
事
・
育
児
を
行
う
人
が
い
な


い
場
合
、
ヘ
ル
パ
ー
が
家
事
や
育


児
の
支
援
を
行
い
ま
す
。


　


一
人
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は
相
談


し
て
く
だ
さ
い
。
助
産
師
と
保
健


師
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
な
お
、


相
談
料
は
無
料
で
す
。


■
問
い
合
わ
せ


　


産
前
産
後
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー


　


シ
ョ
ン
（
長
門
市
保
健
セ
ン


　


タ
ー
内
）　  


℡
27
‐
０
０
７
７


※
受
付
は
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
・


　


年
末
年
始
を
除
く
）


８
：
30
〜
17
：
15


産
前
産
後
サ
ポ
ー
ト


ス
テ
ー
シ
ョ
ン
開
設


平
成
27
年
度


井
戸
水
な
ど
の
使
用
世
帯
に


お
け
る
下
水
道
手
続
き


　


井
戸
水
な
ど（
水
道
水
以
外
の
水
）


を
使
用
し
て
い
る
家
庭
は
、
世
帯
人


数
を
も
と
に
認
定
水
量
を
算
出
し
、


下
水
道
使
用
料
金
を
計
算
し
ま
す
。


　


次
の
場
合
は
届
出
が
必
要
で
す
。


下
水
道
課
ま
た
は
各
支
所
・
各
出
張


所
で
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。


 


・
新
た
に
井
戸
水
な
ど
を
使
用
し
始


　


め
た
場
合


 


・
水
道
水
の
使
用
に
加
え
、
新
た
に


　


井
戸
水
な
ど
を
使
用
す
る
場
合


 


・
井
戸
水
な
ど
の
使
用
を
や
め
て
水


　


道
水
の
み
を
使
用
す
る
場
合


 


・
使
用
者
が
い
な
い
た
め
井
戸
水
な


　


ど
の
使
用
を
や
め
る
場
合


 
・
水
道
水
や
井
戸
水
な
ど
の
使
用
場


　


所
や
使
用
水
を
変
え
た
場
合


 
・
併
用
し
て
い
た
水
道
水
の
使
用
を


　


や
め
た
場
合


 


・
井
戸
水
な
ど
を
使
用
す
る
世
帯
人


　


数
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き


※
就
学
・
就
職
・
入
院
・
入
所
な
ど


　


に
よ
る
長
期
不
在
（
お
お
む
ね


　


１
ヵ
月
以
上
）、
転
入
・
転
出
・


　


転
居
に
よ
る
世
帯
人
数
の
変
更
が


　


生
じ
た
場
合
は
、
住
民
票
の
有
無


　


を
問
い
ま
せ
ん


※
下
水
道
を
使
用
し
て
い
な
い
家
庭


　


や
、
水
道
水
の
み
を
使
用
し
井
戸


　


水
な
ど
の
使
用
が
な
い
家
庭
は
、


　


届
出
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん


■
問
い
合
わ
せ　


下
水
道
課
管
理
係


℡
23
‐
１
１
９
０


危
険
物
取
扱
者
試
験（
前
期
）


■ 


試
験
種
別　


甲
種
、
乙
種
、
丙
種


■ 


願
書
受
付
期
間


・ 


書
面
申
請　


４
／
11 


（月）
〜
22 


（金）


・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
電
子
申
請


　
　
　
　
　
　


４
／
８
（金）
〜
19 


（火）


※ 


イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
電
子
申


請
の
詳
細
は
、（
一
財
）
消
防
試


験
研
究
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ


（http://w
w
w
.shoubo-shiken.


or.jp


）
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い


※ 


願
書
は
消
防
本
部
予
防
課
危
険
物


係
・
西
消
防
署
に
あ
り
ま
す


■ 


試
験
日　


６
／
19 


（日）


※ 


時
間
は
試
験
種
別
で
異
な
り
ま
す


■ 


受
験
資
格


・
甲
種
は
一
定
の
資
格
が
必
要


・ 


乙
種
、
丙
種
は
資
格
制
限
な
し


■ 


試
験
会
場　


 


長
門
総
合
病
院
デ
イ


　


ケ
ア
セ
ン
タ
ー
２
階
（
乙
種
第
４


　


類
・
丙
種
の
み
市
内
で
実
施
）


■ 


試
験
準
備
講
習
会
日
時


・
５
／
26 


（木）　


９
：
00
〜
16
：
00


・
５
／
27 


（金）　


９
：
00
〜
16
：
00


■
場
所　


長
門
市
物
産
観
光
セ
ン
タ
ー


※
希
望
者
の
み
で
す


※
受
講
料
が
必
要
と
な
り
ま
す


■ 


問
い
合
わ
せ


　


消
防
本
部
予
防
課
危
険
物
係　
　


℡
22
‐
５
２
９
６


歩
け
歩
け
大
会


　
　


 


参
加
者
募
集


　


子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
を
対
象
と


し
て
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
ニ
ュ
ー
ス


ポ
ー
ツ
体
験
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。


■
日
時　


４
／
29 


（金）９
：
30
〜
14
：
20


※
雨
天
の
場
合
は
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン


　


タ
ー
体
育
館
で
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ


　


体
験
を
実
施


■ 


コ
ー
ス　


日
置
農
村
環
境
改
善
セ


ン
タ
ー
〜
千
畳
敷
（
約
６
㎞
）


※
帰
り
は
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
移
動


■
参
加
料　


無
料


■
持
参
物　


弁
当
・
水
筒
・
タ
オ
ル


※
昼
食
時
に
は
豚
汁
を
無
料
配
布


■
申
込
方
法　


各
公
民
館
に
備
え
付


　


け
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記


　


入
の
う
え
、
日
置
農
村
環
境
改
善


　


セ
ン
タ
ー
に
提
出


■
申
込
期
限　


４
／
22 


（金）


■ 


問
い
合
わ
せ　


日
置
農
村
環
境
改


善
セ
ン
タ
ー　


℡
37
‐
２
３
４
０


妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
を
支
援
し
ま
す


角
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み
ん
な
の掲


示
板


く
ら
し
の
情
報


山
口
県
食
の
安
心


モ
ニ
タ
ー
募
集


■
応
募
資
格


　


県
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
人


■
任
期


　


委
嘱
日
〜
平
成
29
年
３
／
31 


（金）


■
募
集
人
数　


40
人
（
う
ち
長
門
市


　


の
委
嘱
予
定
：
１
人
）


■
主
な
活
動
内
容　


・
日
常
の
購
買
活
動
を
通
じ
、
食
品


　


販
売
店
の
食
品
表
示
や
衛
生
管
理


　


な
ど
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ


・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で
発
見
し
た
不
適


　


正
な
食
品
の
取
扱
な
ど
の
通
報


・
研
修
会
な
ど
へ
の
参
加


・
地
域
住
民
か
ら
の
食
の
安
心
・
安


　


全
に
関
す
る
相
談
な
ど
へ
の
対
応


  


（
県
窓
口
へ
の
取
次
な
ど
）


・
活
動
状
況
の
定
期
報
告
お
よ
び
県


　


の
施
策
へ
の
提
言


■
応
募
方
法　


所
定
の
応
募
申
込
書


　


に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
長


　


門
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
提
出


■
応
募
申
込
書
の
設
置
場
所


　


長
門
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
、
山


　


口
県
環
境
生
活
部
生
活
衛
生
課
、


　


県
民
局
、
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー


※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
可


　
（http://w


w
w
.pref.yam


aguchi.


　


lg.jp/cm
s/a15300/index/


）


■
応
募
期
限　


４
／
14 


（木）
必
着


■
選
考
方
法　


応
募
申
込
書
を
基
に


　


市
町
ご
と
の
地
域
バ
ラ
ン
ス
な
ど


　


を
考
慮
し
て
選
考


■
そ
の
他　


採
用
の
可
否
は
、
５
月


　


上
旬
頃
に
直
接
本
人
に
連
絡


※
委
嘱
式
は
、
山
口
県
庁
に
て
５
月


　


下
旬
頃
を
予
定


■
問
い
合
わ
せ


　


山
口
県
環
境
生
活
部
生
活
衛
生
課


　


食
の
安
心
・
安
全
推
進
班


　


℡
０
８
３
‐
９
３
３
‐
２
９
７
４


平
成
28
年
度
弓
道
教
室


生
徒
募
集


 


■ 


日
時　


５
／
９ 


（月）
〜
６
／
23 


（木）
の


毎
週
月
曜
日
と
木
曜
日


・
午
前
の
部　


10
：
00
〜
11
：
30


・
午
後
の
部　


19
：
30
〜
21
：
00


■
場
所　


長
門
市
武
道
館
弓
道
場


（
東
深
川
藤
中
区
）


■
参
加
資
格　


市
内
在
住
の
高
校
生     


　


以
上
の
人
ま
た
は
市
内
勤
務
の
人


■
会
費　


２
、  


０
０
０
円


※
全
日
程
の
金
額
で
途
中
か
ら
も
同


　


市
で
は
、
一
般
財
団
法
人
自
治


総
合
セ
ン
タ
ー
が
、
宝
く
じ
の
受


託
事
業
収
入
を
財
源
と
し
て
実
施


し
て
い
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成


事
業
」に
よ
り
、「
青
海
島
共
和
国
」


へ
冷
暖
房
機
器
、
Ｏ
Ａ
機
器
な
ど


の
備
品
の
購
入
・
整
備
に
対
す
る


助
成
を
行
い
ま
し
た
。


　


こ
れ
ら
は
、
宝
く
じ
の
社
会
貢


献
広
報
事
業
の
一
環
と
し
て
、
宝


く
じ
の
助
成
金
で
整
備
さ
れ
、
当


事
業
に
よ
り
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ


テ
ィ
活
動
の
促
進
を
図
る
こ
と


で
、
地
域
社
会
の
発
展
に
つ
な
が


る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。


■ 


問
い
合
わ
せ


　


企
画
政
策
課
企
画
調
整
係


℡
23
‐
１
１
１
６


自
治
宝
く
じ
助
成
事
業


▲一般コミュニティ助成事業により整備された備品は、青海島共和国のイベントや体験行事に活用されます


住
宅
用
太
陽
光
発
電


シ
ス
テ
ム
の
補
助
制
度


　


市
で
は
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ


ス
テ
ム
の
設
置
費
用
の
一
部
を
補
助


す
る
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。


■ 


補
助
対
象
シ
ス
テ
ム　


太
陽
光
発


電
普
及
拡
大
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
‐
Ｐ


Ｅ
Ｃ
）
が
実
施
し
た
補
助
金
の
交


付
手
続
き
を
定
め
た
実
施
細
則
の


要
件
に
適
合
す
る
も
の
（
10 


kW
未


満
の
も
の
）


■ 


補
助
対
象
者


　


市
内
の
自
己
の
居
住
用
住
宅
（
併


　


用
住
宅
を
含
む
）
に
シ
ス
テ
ム
を


　


新
た
に
設
置
す
る
人
（
建
売
の
シ


　


ス
テ
ム
付
き
住
宅
購
入
者
を
含


　


む
）
で
、
市
税
の
滞
納
が
な
い
人


■ 


設
置
補
助
金
額


　


シ
ス
テ
ム
を
構
成
す
る
太
陽
電
池


　


モ
ジ
ュ
ー
ル
の
公
称
最
大
出
力
の


　


合
計
値
（
kW
、
小
数
点
以
下
第
１


　


位
未
満
は
切
り
捨
て
）
に
１
kW
あ


　


た
り
１
０
、  


０
０
０
円
を
乗
じ
た


　


額
（
上
限
５
０
、  


０
０
０
円
）


■ 


申
請
期
限　


平
成
29
年
２
／
28 


（火）


※
予
算
の
範
囲
内
で
先
着
順
と
な
り


　


ま
す


■ 


注
意
事
項　


着
工
前
に
市
へ
補
助


金
交
付
申
請
を
行
い
、
交
付
決
定


を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す


■ 


問
い
合
わ
せ　


生
活
環
境
課
環
境


衛
生
係　
　
　


℡
23
‐
１
１
３
４


家
庭
用
浄
水
器
の


設
置
費
用
を
補
助


　


市
で
は
、
浄
水
器
の
設
置
費
用
の


一
部
を
補
助
す
る
制
度
を
実
施
し
て


い
ま
す
。
補
助
台
数
に
は
制
限
が
あ


り
ま
す
の
で
、
希
望
者
は
事
前
に
問


い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。


浄
化
槽
の設


置
費
用
を
補
助


　


市
で
は
、
専
用
住
宅
に
設
置
す
る


浄
化
槽
の
設
置
費
用
の
一
部
を
補
助


し
て
い
ま
す
。
補
助
基
数
に
は
制
限


が
あ
り
ま
す
の
で
、
希
望
者
は
事
前


に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。


■ 


補
助
対
象
地
域　


公
共
下
水
道
の


事
業
計
画
区
域
お
よ
び
農
業
・
漁


業
集
落
排
水
施
設
の
事
業
計
画
区


域
を
除
く
市
内
全
域


※
事
業
計
画
区
域
内
で
も
補
助
対
象


　


と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
細


　


は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い


■ 


浄
化
槽
の
維
持
管
理


　


 


浄
化
槽
の
安
定
し
た
処
理
水
質
を


維
持
す
る
た
め
、
使
用
開
始
後
は


法
定
検
査
（
７
条
検
査
・
11
条
検


査
）
お
よ
び
保
守
点
検
が
義
務
付


け
ら
れ
て
い
ま
す


■
浄
化
槽
設
置
補
助
金
額


（
人
槽
区
分
／
補
助
金
額
）


 


・
５
人
槽　


４
４
２
、  


０
０
０
円


 


・
７
人
槽　


５
６
８
、  


０
０
０
円


 


・
10
人
槽　


８
０
２
、  


０
０
０
円


※  


単
独
浄
化
槽
か
ら
合
併
浄
化
槽
へ


の
据
え
替
え
も
補
助
対
象
。
詳
細


は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い


■ 


問
い
合
わ
せ　


生
活
環
境
課
環
境


衛
生
係　
　
　


℡
23
‐
１
１
３
４


■ 


補
助
対
象
地
域


　


市
内
の
上
水
道
・
簡
易
水
道
の
給


　


水
区
域
外
（
営
農
飲
雑
用
水
給
水


　


区
域
は
除
く
）


■ 


補
助
対
象
者　


対
象
地
域
に
住
所


を
有
し
、
居
住
す
る
人
で
、
自
己


の
住
居
の
飲
用
水
を
供
給
す
る
た


め
に
井
戸
を
設
置
し
、
自
ら
水
質


検
査
を
行
っ
た
結
果
、
市
が
指
定


す
る
項
目
に
お
い
て
水
質
基
準
に


適
合
し
な
い
た
め
家
庭
用
浄
水
器


（
水
質
基
準
に
適
合
す
る
浄
水
能


力
を
有
す
る
も
の
に
限
る
）
を
設


置
す
る
人


※
一
般
細
菌
・
大
腸
菌
を
滅
菌
す
る


　


機
器
も
浄
水
器
と
見
な
し
ま
す


■ 


指
定
項
目


　


一
般
細
菌
、
大
腸
菌
、
カ
ド
ミ
ウ


　


ム
お
よ
び
そ
の
化
合
物
、
鉛
お
よ


　


び
そ
の
化
合
物
、
ヒ
素
お
よ
び
そ


　


の
化
合
物
、
硝
酸
態
窒
素
お
よ
び


　


亜
硝
酸
態
窒
素
、
フ
ッ
素
お
よ
び


　


そ
の
化
合
物
、
ホ
ウ
素
お
よ
び
そ


　


の
化
合
物


■ 


浄
水
器
設
置
補
助
金
額


　


 


補
助
対
象
浄
水
器
の
設
置
に
要
す


る
費
用
の
２
分
の
１
に
相
当
す
る


額
（
上
限
10
万
円
、
１
、０
０
０
円


未
満
切
り
捨
て
）


■ 


問
い
合
わ
せ　


生
活
環
境
課
環
境


衛
生
係　
　
　


℡
23
‐
１
１
３
４


国
民
健
康
保
険
入
院
時


食
事
療
養
費
の
見
直
し


　


平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
、
入
院


時
の
食
事
代
が
１
食
260
円
か
ら
360
円


に
変
更
と
な
り
ま
す
。


　


た
だ
し
、
低
所
得
者
の
負
担
額
は


引
き
上
げ
な
い
こ
と
と
さ
れ
た
ほ


か
、
指
定
難
病
の
患
者
ま
た
は
小
児


慢
性
特
定
疾
病
患
者
で
あ
っ
て
一
般


所
得
に
該
当
す
る
人
は
、
現
行
の
１


食
260
円
に
据
え
置
か
れ
ま
す
。


　


平
成
28
年
４
月
１
日
に
お
い
て
、


す
で
に
１
年
を
超
え
て
精
神
病
床
に


入
院
し
て
い
る
患
者
の
負
担
額
も
経


過
措
置
と
し
て
据
え
置
か
れ
ま
す
。


■ 


問
い
合
わ
せ


　


保
険
課
医
療
給
付
係


℡
23
‐
１
１
２
９


山
口
県
埋
蔵
文
化
財


セ
ン
タ
ー
巡
回
展


「
発
掘
さ
れ
た
山
口
」


■
日
時　


４
／
１
（金）
〜
24 


（日）


９
：
00
〜
17
：
00


※
土
・
日
曜
日
開
館


■
場
所　


な
が
と
歴
史
民
俗
資
料
室


（
教
育
委
員
会
１
階
）


■
展
示
内
容


　


江
の
河
原
遺
跡
・
下
村
遺
跡
Ｂ
地


　


区
（
美
祢
市
）、中
恋
路
遺
跡
（
山


　


口
市
）、
下
津
令
遺
跡
（
防
府
市
）


　


か
ら
の
出
土
品
な
ど


■
入
場
料　


無
料


講
演
会
・
展
示
説
明
会


（
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
）


■
日
時　


４
／
16 


（土） 14
：
00
〜
15
：
30


■
場
所


　


教
育
委
員
会
別
館
２
階
会
議
室
・


　


な
が
と
歴
史
民
俗
資
料
室


■
講
師　


山
口
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン


　


タ
ー　


主
任　


岡
田
裕
之
氏


■
演
題


　
「
須
恵
器
、そ
し
て
萩
焼
へ
〜
陶
器


　


づ
く
り
の
技
術
と
そ
の
変
遷
〜
」


■
受
講
料　


無
料


■ 


問
い
合
わ
せ　


生
涯
学
習
ス
ポ
ー


ツ
振
興
課
文
化
財
保
護
室


℡
23
‐
１
２
６
４


国
の
教
育
ロ
ー
ン


　


国
の
教
育
ロ
ー
ン
（
日
本
政
策
金


融
公
庫
）
は
高
校
・
大
学
な
ど
の
入


学
時
・
在
学
中
に
か
か
る
費
用
を
対


象
と
し
た
公
的
な
融
資
制
度
で
す
。


　


１
人
に
つ
き
、
350
万
円
以
内
を
固


定
金
利
（
年
２
．
０
５
％
、
平
成
28


年
２
月
26
日
現
在
）
で
利
用
で
き
、


在
学
期
間
は
利
息
の
み
の
返
済
と
す


る
こ
と
が
で
き
ま
す
。


※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
「
国
の


　


教
育
ロ
ー
ン
」
と
検
索
す
る
か
、


　


左
記
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い


■
問
い
合
わ
せ


　


教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー


　


℡
０
３
‐
５
３
２
１
‐
８
６
５
６


　


額
、
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
に
加
入


■
申
込
締
切　


５
／
８ 


（日）


※
期
間
中
は
随
時
受
付


■
申
込
方
法　


長
門
市
中
央
公
民
館


　
（
℡
23
‐
１
１
８
１
）
に
連
絡


※
４
月
24
日
（日）
９
：
00
か
ら
、
同
会


　


場
で
は
「
第
45
回
弓
道
場
落
成
記


　


念
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
県
内
一


　


般
・
高
校
の
弓
道
愛
好
家
が
腕
を


　


競
い
ま
す
（
見
学
自
由
）


■
問
い
合
わ
せ


　


長
門
地
区
弓
道
連
盟
事
務
局


　


℡
０
９
０
‐
７
５
４
５
‐
８
２
０
４
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香
月
泰
男
美
術
館


℡
43
‐
２
５
０
０


チ
ャ
レ
ン
ジ
営
農
講
座


受
講
生
募
集


　


長
門
の
特
産
品
目
を
中
心
に
栽
培


の
基
礎
知
識
を
学
び
、新
た
に
栽
培
・


出
荷
に
取
り
組
ん
で
み
た
い
人
を
対


象
に
営
農
講
座
を
開
催
し
ま
す
。


■
講
座
内
容　


栽
培
に
必
要
な
基
礎


　


知
識
と
、
長
門
市
の
特
産
品
で
栽


　


培
が
比
較
的
簡
単
な
「
な
す
」「
白


　


お
く
ら
」「
は
な
っ
こ
り
ー
」
の
特


　


徴
や
栽
培
技
術
を
学
び
ま
す


・
基
礎
講
座　


野
菜
栽
培
に
関
す
る


　


基
礎
知
識
（
座
学
主
体
）


・
栽
培
講
座　


栽
培
技
術
（
座
学
、


　


ほ
場
見
学
、
実
習
な
ど
）


■
品
目　


田
屋
な
す
、
千
両
な
す
、


　


白
お
く
ら
、
は
な
っ
こ
り
ー


■
開
催
期
間　


５
月
〜
12
月


・
基
礎
講
座　


毎
月
１
回


・
栽
培
講
座　


毎
月
１
回
程
度


※
作
物
の
生
育
に
合
わ
せ
て
開
催


■
受
講
料　


３
、
０
０
０
円　


■
申
込
方
法　


Ｊ
Ａ
長
門
大
津
営
農


　


セ
ン
タ
ー
・
各
Ｊ
Ａ
支
所
営
農
経


　


済
課
に
設
置
の
申
込
書
を
提
出


■ 


申
込
期
間　


４
／
１
 （金）
〜
15 


（金）


■
定
員　


15
人
程
度


■ 


問
い
合
わ
せ　


Ｊ
Ａ
長
門
大
津
営


農
セ
ン
タ
ー
営
農
販
売
課


℡
22
‐
８
８
７
４


ル
ネ
ッ
サ
な
が
と


℡
26
‐
６
０
０
１


第
７
回
子
ど
も
た
ち
に
よ
る


フ
レ
ッ
シ
ュ
コ
ン
サ
ー
ト


●
と
き　


４
／
10 


（日）　


14
：
00
開
演


●
ゲ
ス
ト
演
奏　


門
屋
寛
子
先
生


●
入
場
料　


無
料


●
会
場　


劇
場


鯉
の
ぼ
り
展


●
会
期　


４
／
29 


（金）
〜
5
／
５ 


（木）


10
：
00
〜
16
：
00


●
入
場
料　


無
料


●
会
場　


文
化
情
報
ギ
ャ
ラ
リ
ー


海
上
自
衛
隊
佐
世
保


音
楽
隊
コ
ン
サ
ー
ト


●
と
き　


５
／
29 


（日）　


14
：
00
開
演


●
入
場
料　


無
料


※
整
理
券
が
必
要
で
す


●
会
場　


劇
場


●
整
理
券
配
布
日


　


４
／
22 


（金）　


10
：
00
〜


※
１
人
4
枚
ま
で


※
電
話
予
約
可


●
プ
レ
イ
ガ
イ
ド　


ル
ネ
ッ
サ
な
が


　


と
、
ラ
ポ
ー
ル
ゆ
や


第
10
回
和
太
鼓


ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ


●
と
き　


６
／
５
（日）　13
：
00
〜
15
：
00


●
講
師


　


長
門
市
和
太
鼓
連
盟
の
皆
さ
ん


●
募
集
対
象


 


・
子
ど
も
の
部


３
歳
以
上
〜
小
学
生


 


・
一
般
の
部　


中
学
生
以
上


●
募
集
人
数


　


各
20
人
（
先
着
順
）


●
参
加
料　


500
円
（
税
込
）


●
会
場　


劇
場　


ほ
か


●
応
募
締
切　


５
／
20 


（金）


※
定
員
に
達
し
た
時
点
で
募
集
を
締


　


め
切
り
ま
す


林
家
正
蔵
・


桂
米
團
治  


二
人
会


●
と
き


　


６
／
12 


（日）　


14
：
00
開
演


●
入
場
料　


４
、  


７
０
０
円


※
全
席
指
定
・
税
込


●
会
場　


劇
場


●
発
売
日


 


・
友
の
会　


発
売
中


 


・
一
般　


３
／
30 


（水）　


10
：
00
〜


※
発
売
初
日
は
電
話
受
付
の
み


動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー


か
ら
の
お
知
ら
せ


 


譲
渡
前
講
習
会


■
開
催
日　


４
月
〜
９
月（
週
１
回
）


※
詳
し
い
日
程
は
問
い
合
わ
せ
て
く


　


だ
さ
い


■
受
付
時
間　


13
：
00
〜
13
：
30


犬
・
猫
の
譲
渡
会


■
開
催
日
（
い
ず
れ
も
日
曜
日
）


　


４
／
10
、
５
／
８
、  


６
／
12
、


　


７
／
10
、
８
／
７
、  


９
／
11


■
受
付
時
間　


９
：
00
〜
９
：
30


■
そ
の
他


 


・
譲
渡
前
講
習
会
未
受
講
者
お
よ
び


　


未
成
年
者
に
は
、
犬
・
猫
を
譲
渡


　


す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん


 


・
譲
渡
目
的
の
た
め
、
一
般
の
人
が


　


飼
い
犬
・
猫
を
持
ち
込
む
こ
と
は


　


で
き
ま
せ
ん


 


・
そ
の
他
の
条
件
に
つ
い
て
は
問
い


　


合
わ
せ
て
く
だ
さ
い


犬
の
し
つ
け
方
教
室


■
開
催
日
（
い
ず
れ
も
日
曜
日
）


　


４
／
10
、
５
／
８
、  


６
／
12
、


　


７
／
10
、
９
／
11


■
受
付
時
間　


13
：
15
〜


■
内
容


　


し
つ
け
方
法
な
ど
の
講
義
・
実
演


■
そ
の
他


　


飼
犬
を
連
れ
て
受
講
を
希
望
す
る


　


人
は
、
必
ず
事
前
予
約
を
お
願
い


　


し
ま
す
。
ま
た
、
居
住
す
る
市
へ


　


の
畜
犬
登
録
と
、
毎
年
１
回
の
狂


　


犬
病
予
防
注
射
お
よ
び
ワ
ク
チ
ン


　


接
種
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い


共
通
事
項


■
開
催
場
所


　


山
口
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー


■
料
金　


い
ず
れ
も
無
料


■
問
い
合
わ
せ


　


山
口
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー


　


℡
０
８
３
‐
９
７
３
‐
８
３
１
５


　


FAX
０
８
３
‐
９
７
３
‐
８
３
４
１


展
覧
会


花
と
い
き
も
の


ー
香
月
家
台
所
壁
画
の
住
人
た
ち
ー


●
会
期　


開
催
中
〜
５
／
30 


（月）


　


香
月
泰
男
は
、
長
門
市
三
隅
の
地


を
拠
点
に
創
作
活
動
を
続
け
た
画
家


で
す
。
彼
が
モ
チ
ー
フ
と
し
て
多
く


描
い
た
の
は
、
身
近
に
あ
る
花
や
い


き
も
の
、
風
景
な
ど
で
し
た
。
香
月


の
自
宅
の
台
所
に
も
、
花
や
昆
虫
、


魚
、
海
外
の
風
景
な
ど
が
描
か
れ
た


壁
画
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。


　


本
展
で
は
、
こ
の
台
所
の
壁
画
に


何
が
描
か
れ
て
い
る
の
か
を
探
り
、


同
じ
題
材
を
取
り
上
げ
た
作
品
を
紹


介
し
ま
す
。


● 


開
館
時
間　


９
：
00
〜
17
：
00


※
入
館
は
16
：
30
ま
で


● 


休
館
日　


火
曜
日


● 


入
館
料


・
一
般　
　
　


500
円


・
小
中
高
生　


200
円


※
市
内
在
住
者
は
、
住
所
の
分
か
る


　


も
の
（
運
転
免
許
証
な
ど
）
を
提


　


示
す
る
と
、
無
料
で
入
館
す
る
こ


　


と
が
で
き
ま
す


学
芸
員
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク


　


担
当
学
芸
員
が
展
覧
会
を
案
内
し


ま
す
。


●
日
時　


４
／
24 


（日）　


10
：
00
〜


（
20
分
程
度
）


※
事
前
申
込
不
要


● 


今
月
の
一
点


　


展
示
作
品
の
中
か
ら
注
目
の
一
点


を
紹
介
し
ま
す
。


露
草
（
油
彩
）


　


香
月
泰
男
の
油
彩
画
の
特
徴
と
し


て
、
光
を
吸
い
込
む
よ
う
な
黒
色
が


よ
く
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
黒
色
の


部
分
は
、
木
炭
の
粉
を
画
面
に
置
い


た
り
、
塗
り
広
げ
た
り
し
て
描
か
れ


て
い
ま
す
。


　


本
作
も
画
面
上
下
に
同
様
の
手
法


が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ


実
物
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
色
の
違
い


を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。


海
上
保
安
学
校
（
特
別
）


学
生
採
用
試
験


 


■ 


受
付
期
間　


４
／
１ 


（金）
〜
８ 


（金）


※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付


■
試
験
種
別


　


船
舶
運
航
シ
ス
テ
ム
課
程


■
受
験
資
格　


平
成
28
年
４
月
１
日


　


に
お
い
て
高
等
学
校
ま
た
は
中
等


　


教
育
学
校
を
卒
業
し
た
日
の
翌
日


　


か
ら
６
年
を
経
過
し
て
い
な
い
人


　
（
平
成
28
年
９
月
ま
で
の
卒
業
見


　


込
み
含
む
）
も
し
く
は
人
事
院
が


　


同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
人


※
詳
細
は
海
上
保
安
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー


　


ジ
で
確
認
す
る
か
、
左
記
に
問
い


　


合
わ
せ
て
く
だ
さ
い


■
問
い
合
わ
せ　


仙
崎
海
上
保
安
部


　


管
理
課　
　
　


℡
26
‐
０
２
４
１


平
成
28
年
度
労
働
基
準


監
督
官
採
用
試
験


 


■ 


受
付
期
間　


４
／
１ 


（金）
〜
13 


（水）


※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付


※
詳
細
は
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー


　


ジ
で
確
認
す
る
か
、
左
記
に
問
い


　


合
わ
せ
て
く
だ
さ
い


■
問
い
合
わ
せ　


山
口
労
働
局
総
務


　


部
総
務
課
人
事
係


　


℡
０
８
３
‐
９
９
５
‐
０
３
６
０


山
口
自
死
遺
族
の
集
い


ク
ロ
ー
バ
ー


　


大
切
な
人
を
自
殺
で
亡
く
し
た
遺


族
が
、
体
験
や
想
い
を
安
心
し
て
語


り
合
い
、
分
か
ち
合
う
場
で
す
。


■ 


日
時　


毎
月
第
３
土
曜
日


　


13
：
30
〜
15
：
30


※
受
付
は
13
：
00
〜


※
８
月
・
12
月
は
除
く


■ 


場
所　


防
府
総
合
庁
舎


■
参
加
料　


200
円
（
茶
菓
子
代
）


※
初
め
て
参
加
す
る
人
は
、
事
前
に


　


問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い


■
問
い
合
わ
せ


　


山
口
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー


　


℡
０
８
３
５
‐
２
７
‐
３
４
８
０
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118
愛します！守ります！長門の海！


仙崎海上保安部
山口県長門市仙崎1026-2
☎ 26 - 0240


船舶海難・人身事故発生状況
速報値／仙崎海上保安部管内（長門市）


船舶海難 人身事故


隻


数


死
亡
者


行
方
不
明


人


数


死
亡
者


行
方
不
明


2月 0 0 0 0


平成28年計 0 0 2 1


27年同時期 0 0 2 1


ライフジャケットを常時着用しよう!
携帯電話など連絡手段を確保しよう!
海のもしもは 「118番」へ!


マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
は


楽
し
く
安
全
に
！


　


こ
れ
か
ら
天
気
も
良
く
な
り
、
マ
リ
ン
レ


ジ
ャ
ー
を
楽
し
む
季
節
が
や
っ
て
き
ま
す
。


　


プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
な
ど
を
使
っ
て
海
に


出
る
機
会
も
増
え
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
船


を
安
全
・
快
適
に
使
用
す
る
た
め
に
は
、
事


前
の
点
検
整
備
が
大
切
で
す
。


　


特
に
長
期
間
使
用
し
て
い
な
か
っ
た
船


は
、
次
の
よ
う
な
箇
所
を
入
念
に
点
検
・
整


備
し
ま
し
ょ
う
。


・
船
体（
船
底
バ
ル
ブ
、ド
レ
ン
プ
ラ
グ
な
ど
）


・
電
気
関
係
（
バ
ッ
テ
リ
ー
、
電
装
品
な
ど
）


・
エ
ン
ジ
ン
関
係（
オ
イ
ル
・
フ
ィ
ル
タ
ー
な
ど
）


・
燃
料
関
係
（
燃
料
ホ
ー
ス
、
こ
し
器
な
ど
）


・
冷
却
水
関
係
（
こ
し
器
な
ど
）


アニメ上映会（視聴覚室・入場無料）
 ・「バンビ」　（70分）


４／２（土）13：30～ 　


 ・「うっかりペネロペ
　～ともだちがいっぱい編～」　


　　（30分）　
４／23（土）13：30～　


　　　　　
定例行事　　* は、おはなしのへや
・としょかんひなの会*  
   　    ４/１（金） 10：30 ～
・かみしばい*  
 ４/ ２（土）・16（土） 15：00 ～　


 ・さっちゃんのかみしばい *
４/16（土）11：00～　


・おはなしポケット*
４/ ９（土） 15：00 ～　


・絵本を楽しむ会*     
 ４/21（木） 10：30 ～　


・たまごの会*
    ４/22（金）10：30 ～　


・おはなしの会*
 ４/23（土） 15：00 ～　


・長門読書会（研修室）
 ４/23（土） 14：00 ～　


・ゆりかご（ゆや分館）    
 ４/19（火）  10：30 ～　


・よみっこくらぶ（ゆや分館）    
 ４/ ９（土） ・23（土） 15：30 ～　


移動図書館車
ぐるブック号運行中！
　Ａコース　 ４ / ７（木）・21（木）
　Ｂコース　 ４ /13（水）・27（水）
　Ｃコース　 ４ / ８（金）・22（金）


今月のオススメ本
『総理にされた男』中山七里 /著・NHK出版


　発足間もない新政権を突如悲劇
が襲う。求心力あふれる若き総理
が、意識不明の重体に…。替え玉
として選ばれたのは総理に瓜二つ
の売れない舞台俳優。男は持ち前
の弁舌力と純粋な熱意を武器に幾
多の難局に立ち向かう。政治や政
治家のあり方を問う長編小説。


分
館
の
開
館
に
つ
い
て


　


４
／
29 


（金）
は
昭
和
の
日
で
祝
日
で
す
が
、


分
館
の
み
通
常
ど
お
り
開
館
し
ま
す
。


図
書
館
利
用
カ
ー
ド
に
つ
い
て


　


４
月
１
日
か
ら
、
正
し
い
利
用
者
情
報
を


登
録
・
把
握
す
る
た
め
、
カ
ウ
ン
タ
ー
に
て


登
録
情
報
の
確
認
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
協


力
を
お
願
い
し
ま
す
。
必
ず
「
図
書
館
利
用


カ
ー
ド
」
と
「
身
分
証
（
運
転
免
許
証
な
ど
）」


を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
（
幼
児
や
児
童
は
代


理
確
認
も
可
能
で
す
）


　


対
象
は
、
平
成
25
年
５
月
31
日
以
前
に
図


書
館
利
用
カ
ー
ド
を
作
成
し
た
人
で
す
。
今


後
は
作
成
か
ら
３
年
経
過
後
に
随
時
確
認
し


ま
す
。


夜
の
図
書
館
へ
よ
う
こ
そ
！


　


う
ち
ど
く
（
家
読
）
推
進
事
業
の
一
環
と


し
て
、
ナ
イ
ト
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
を
開
催
！


◆
日
時　


５
／
５ 


（木） 　


17
：
30
〜
20
：
00


◆
場
所　


長
門
市
立
図
書
館


◆
内
容


　


18
：
00
〜
18
：
30　


夜
の
お
は
な
し
会


　


18
：
30
〜
19
：
30　


図
書
館
で
ゲ
ー
ム
？


　
（
何
を
す
る
か
は
当
日
の
お
楽
し
み
！
）


　


19
：
30
〜
20
：
00　


親
子
読
書
タ
イ
ム


　
　
（
貸
出
を
希
望
す
る
場
合
は
、
図
書
館


　
　


利
用
カ
ー
ド
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
）


◆
対
象　


３
歳
〜
小
学
生
ま
で
の
児
童
と
そ


　
　
　
　


の
家
族


◆
定
員　


10
家
族（
定
員
に
達
し
次
第
締
切
）


◆
申
込
期
間　


４
／
15 


（金）
〜
30 


（土）


※
図
書
館
へ
の
電
話
で
受
け
付
け
ま
す


映
画
上
映
会
（
入
場
無
料
）
開
催


 


◆
日
時  


４
／
13 


（水）
〜
17 


（日）


　


①
10
：
00
〜　


②
14
：
00
〜


◆ 


上
映
タ
イ
ト
ル
「
に
ん
じ
ん
」（
音
声
：


仏
語
、
字
幕
：
日
本
語
）「
風
光
る
剣
」


日
程


に
ん
じ
ん（


90
分
）
風
光
る
剣（


134
分
）


10
時
〜


４
／
13
・
15
・
17


４
／
14
・
16


14
時
〜


４
／
14
・
16


４
／
13
・
15
・
17


Let’ s Go      To The     Library !


Let’ s Go      To The     Library !


Let’ s Go      To The   Library !


Let’ s Go      To The   Library !
 図書館だより


 図書館へ行こう！
　　　長門市立図書館　　℡26‐5123
　　　ゆや分館　　　　　℡33‐0051
　　　http://www2.lib-nagato.jp/
　　　e-mail  lib-nagato@hot-cha.tv


‐4 月の休館日‐
 本　　館　 4(月)・6(水)・11（月)・18(月)・
　　　　　25（月）・ 29(金)
 ゆや分館　  ４(月)・11(月)・18(月)・25（月）


　　 


262016.4.1


仙崎海上保安部ホームページ
http://www.kaiho.mlit.go.jp/
        07kanku/senzaki/
jcg7senzakikotsu2-4k7w@mlit.go.jp


森
山
良
子


ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト


●
と
き　


７
／
22 


（金）　


14
：
30
開
演


●
入
場
料　


５
、  


５
０
０
円


※
全
席
指
定
・
税
込


●
会
場　


劇
場


●
発
売
日


 


・
友
の
会　


４
／
16 


（土）　


10
：
00
〜


 
・
一
般　


４
／
26 


（火）　


10
：
00
〜


※
発
売
初
日
は
電
話
受
付
の
み


※
休
館
日　


４
／
18 


（月）


油
谷
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー


・
４
／
22 


（金）　


９
：
30
〜
11
：
00


　


三
隅
保
健
セ
ン
タ
ー


禁
煙
相
談（
要
予
約
）


●
日
時
／
会
場


　


４
／
12 


（火）　


13
：
00
〜
16
：
00


長
門
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー


℡
22
‐
２
８
１
１


心
の
健
康
相
談（
要
予
約
）


●
日
時
／
会
場


　


４
／
19 


（火）　


14
：
00
〜
16
：
00


長
門
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー


℡
22
‐
２
８
１
１


３
歳
児
健
康
診
査


●
対
象　


平
成
25
年
３
月
生
ま
れ
の
子


●
日
時　


４
／
26 


（火）


受
付　


13
：
00
〜
13
：
30


●
会
場　


長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー


●
必
要
な
も
の　


母
子
健
康
手
帳


・
毎
週
木
曜
日　


９
：
00
〜
11
：
30


13
：
00
〜
15
：
00


長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー 


・
４
／
６ 


（水）　


９
：
30
〜
11
：
30


黄
波
戸
漁
村
セ
ン
タ
ー


　
　
　
　
　
　


13
：
00
〜
15
：
00


日
置
保
健
セ
ン
タ
ー


・
４
／
７ 


（木）　


９
：
30
〜
11
：
00


川
尻
老
人
憩
い
の
家


・
４
／
11 


（月）　


９
：
30
〜
11
：
00


宇
津
賀
集
落
セ
ン
タ
ー


・
４
／
14 


（木）　


９
：
00
〜
11
：
30


三
隅
保
健
セ
ン
タ
ー


・
４
／
19 


（火）　


９
：
30
〜
11
：
00


向
津
具
公
民
館


・
４
／
22 


（金）　


９
：
30
〜
11
：
30


油
谷
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー


育
児
相
談


●
対
象　


乳
幼
児
と
保
護
者


●
日
時
／
会
場


・
４
／
１ 


（金）　


９
：
30
〜
11
：
30


　
　
　
　
　
　


13
：
00
〜
15
：
00


長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー


・
４
／
８ 


（金）　


10
：
00
〜
11
：
30


日
置
保
健
セ
ン
タ
ー


・
４
／
15 


（金）　


９
：
30
〜
11
：
30


　
　
　
　
　
　


13
：
00
〜
15
：
00


長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー


・
４
／
20 


（水）　


９
：
30
〜
11
：
30


健
康
相
談


●
対
象　


成
人


●
日
時
／
会
場


相 


談


教 


室（
要
予
約
）


１
歳
６
ヵ
月
児
健
康
診
査


●
対
象　


平
成
26
年
９
月
生
ま
れ
の
子


●
日
時　


４
／
13 


（水）


受
付　


13
：
00
〜
13
：
30


●
会
場　


長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー


●
必
要
な
も
の　


母
子
健
康
手
帳


健
康
診
査


健
康
ガ
イ
ド


く
ら
し
の
情
報


乳
児
健
康
診
査


岡
田
ク
リ
ニ
ッ
ク


℡
22
‐
２
７
１
７


●
３
ヵ
月
児
・
７
ヵ
月
児
健
康
診
査   


・
月
〜
水
・
金
曜
日８


：
30
〜
17
：
00


・
木
・
土
曜
日　


８
：
30
〜
12
：
00


長
門
総
合
病
院　


℡
22
‐
２
２
２
０


● 


３
ヵ
月
児
健
康
診
査（
110
日
以
降
）


パ
パ
マ
マ
入
門
教
室


●
日
時　


４
／
17 


（日）


　


 


13
：
30
〜
16
：
00


●
会
場　


長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー


●
必
要
な
も
の　


母
子
健
康
手
帳


●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ


　


長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー　


℡
23
‐
１
１
３
３


　


毎
週
火
曜
日　


13
：
00
〜
14
：
30


●
７
ヵ
月
児
健
康
診
査 


　


４
／
７ 


（木）
、
14 


（木）
、
28 


（木）


13
：
00
〜
14
：
30


● 


必
要
な
も
の　


母
子
健
康
手
帳
、


　


乳
児
一
般
健
康
診
査
受
診
票


第
４
回
な
が
と
近
松
文
楽


●
と
き　


７
／
３
（日）　


13
：
00
開
演


●
プ
ロ
グ
ラ
ム


一
、
素
浄
瑠
璃


　
　


「
心
中
重
井
筒  
道
行
血
潮
の


　
　
　


朧
染
」


　
　


（
出
演
）
竹
本
三
輪
大
夫
、


　
　
　


竹
澤
團
七　


ほ
か


二
、
文
楽
の
三
業
（
太
夫
、
三
味
線
、


　
　


人
形
）
の
解
説


三
、
人
形
浄
瑠
璃
文
楽


　
　


「
心
中
天
網
島  


北
新
地
河
庄


　
　
　


の
段
」


　
　


（
出
演
）
竹
本
千
歳
大
夫
、


　
　
　


豊
澤
富
助
、
桐
竹
勘
十
郎
、


　
　
　


吉
田
玉
男　


ほ
か


 


・
演
目
解
説
：
葛
西
聖
司


●
入
場
料


 


・
１
階
Ｓ
席　


５
、  


８
０
０
円


 


・
１
階
Ａ
席　


４
、  


８
０
０
円


 


・
桟
敷
席　
　


４
、  


８
０
０
円


 


・
２
階
席　
　


３
、  


８
０
０
円


※
学
生
割
引
500
円


※
全
席
指
定
・
税
込


●
会
場　


劇
場


●
発
売
日


 


・
友
の
会　


４
／
９
（土）　


10
：
00
〜


 


・
一
般　


４
／
20 


（水）　


10
：
00
〜


※
発
売
初
日
は
電
話
受
付
の
み








　　


長門市消防本部
中央消防署 ℡ 22-0119


西消防署 ℡ 32-1230


火災時の問い合わせ


 ℡ 22-1414


ホームページ


http://www.city.nagato.yamaguchi.


jp/̃shobo/


火災救急
件数［２月］
（　）内は今年累計


火


災


救
急


建　物
１（１）


林　野
０（０）


車　両
０（０）


船　舶
０（0）


その他
０（０）


144
（317）


合　計
１（１）


2016.4.1 2829


　


消
防
団
は
「
自
ら
の
地
域
は
自


ら
で
守
る
」
と
い
う
郷
土
愛
護
の


精
神
に
基
づ
き
、
地
域
の
安
心
・


安
全
を
守
る
た
め
に
活
動
し
て
い


る
人
た
ち
の
集
ま
り
で
す
。
災
害


が
発
生
し
た
際
に
は
い
ち
早
く
現


場
に
駆
け
つ
け
、
被
害
の
拡
大
防


止
に
努
め
て
い
ま
す
。


　


ま
た
災
害
時
の
活
動
以
外
に
お


い
て
も
、
地
域
行
事
の
際
の
警
戒


な
ど
、
地
域
に
密
着
し
た
活
動
を


幅
広
く
行
っ
て
い
ま
す
。


　


消
防
団
員
は
、
ほ
か
に
職
を
持


ち
な
が
ら
自
ら
の
意
思
に
基
づ
い


て
活
動
に
参
加
し
て
お
り
、
ボ
ラ


ン
テ
ィ
ア
と
し
て
の
性
格
も
有
し


て
い
ま
す
。


　


消
防
団
活
動
は
皆
さ
ん
の
協
力


が
必
要
不
可
欠
で
す
。
長
門
市
の


安
心
・
安
全
を
守
る
た
め
、
消
防


団
活
動
に
対
す
る
理
解
と
協
力
を


お
願
い
し
ま
す
。


消
防
団
活
動
へ
の
理
解
・
協
力
を


　
　
　
　
健
康
づ
く
り
〜
良
い
睡
眠
を
得
る
た
め
に
〜
　
　
　


め
ざ
せ
、健
康
長
寿


健康メモ


み
ん
な
の
元
気
が 


な
が
と
の
元
気


No.36


はじめよう！
　あなたの
　　健康づくり


長門市保健センター
℡ 23-1133


　


春
に
な
る
と
、
ポ
カ
ポ
カ
陽
気
に


誘
わ
れ
、
つ
い
う
と
う
と
し
て
眠
っ


て
し
ま
う
人
も
い
る
の
で
は
な
い
で


し
ょ
う
か
。


　


睡
眠
は
、心
身
の
疲
れ
を
回
復
し
、


健
康
維
持
に
と
て
も
大
切
で
す
。
睡


眠
不
足
に
な
る
と
、
疲
労
感
を
覚
え


た
り
、
脳
の
動
き
が
鈍
り
集
中
力
が


低
下
し
た
り
す
る
ほ
か
、
意
欲
の
減


退
が
起
こ
り
、
作
業
効
率
が
下
が
っ


て
ミ
ス
や
事
故
を
招
き
や
す
く
な
り


ま
す
。


　


朝
起
き
た
と
き
、
す
っ
き
り
と
目


覚
め
て
い
ま
す
か
？　


睡
眠
は
「
レ


ム
睡
眠
」
と
「
ノ
ン
レ
ム
睡
眠
」
と


い
う
睡
眠
段
階
に
分
け
ら
れ
、
こ
れ


ら
は
一
晩
で
交
互
に
繰
り
返
さ
れ
て


い
ま
す
。「
レ
ム
睡
眠
」
は
身
体
が


深
く
眠
っ
て
脳
が
働
い
て
い
る
浅
い


眠
り
の
状
態
、「
ノ
ン
レ
ム
睡
眠
」


は
脳
や
身
体
が
休
ん
で
い
る
深
い
眠


り
の
状
態
で
す
。
２
つ
の
段
階
を
併


　


長
門
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協


議
会
が
平
成
23
年
度
か
ら
活
動
目


標
と
し
て
掲
げ
、
取
り
組
ん
で
き


た
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ザ
・
ゲ
ー
ム
」


の
普
及
活
動
は
、
今
年
で
６
年
目


と
な
り
ま
し
た
。


　


こ
れ
ま
で
の
普
及
活
動
で
、
多


く
の
人
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ザ
・
ゲ
ー


ム
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
と
と


も
に
、Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
や
学
校
行
事
、


地
域
行
事
の
活
動
種
目
の
一
つ
と


し
て
取
り
上
げ
て
も
ら
え
る
よ
う


に
な
り
ま
し
た
。
出
前
講
座
の
回


数
も
年
々
増
え
、
平
成
26
年
度
は


年
間
６
回
で
し
た
が
、
平
成
27
年


度
は
過
去
最
高
と
な
る
11
回
の
出


前
講
座
を
行
い
ま
し
た
。


　


ま
た
、
平
成
27
年
度
に
長
門
市


ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協
議
会
が
独


自
で
開
発
し
た
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ


「
パ
タ
ー
・
ｄ
ｅ
・
ビ
ン
ゴ
」
は


各
種
団
体
か
ら
大
変
好
評
を
得
て


い
ま
す
。
こ
の
競
技
は
グ
ラ
ン
ド


ゴ
ル
フ
用
の
ス
テ
ィ
ッ
ク
と
ボ
ー


ル
を
使
用
し
て
行
う
も
の
で
、
幼


児
か
ら
年
配
の
人
ま
で
楽
し
む
こ


と
が
で
き
ま
す
。
対
戦
形
式
の
た


め
、
次
第
に
勝
負
魂
に
火
が
つ
い


て
く
る
の
も
魅
力
の
一
つ
で
す
。


　


今
後
も
出
前
講
座
や
記
録
会
を


通
じ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ザ
・
ゲ
ー


ム
の
普
及
を
図
る
と
と
も
に
、
生


涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に
努
め
て
い


き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ


し
く
お
願
い
し
ま
す
。


せ
て
上
手
に
と
る
こ
と
が
で
き
れ


ば
、質
の
良
い
眠
り
が
得
ら
れ
ま
す
。


　


健
康
づ
く
り
に
お
け
る
睡
眠
の
重


要
性
か
ら
、
良
い
睡
眠
を
得
る
た
め


に
、
厚
生
労
働
省
が
「
健
康
づ
く
り


の
た
め
の
睡
眠
指
針
２
０
１
４
」
で


睡
眠
12
個
条
を
示
し
て
い
ま
す
。
そ


の
中
の
い
く
つ
か
を
紹
介
し
ま
す
。


 


・
適
度
な
運
動
、
し
っ
か
り
朝
食
、


　


ね
む
り
と
め
ざ
め
の
メ
リ
ハ
リ
を


　


つ
け
ま
す


 


・
睡
眠
に
よ
る
休
養
感
は
、
こ
こ
ろ


　


の
健
康
に
重
要
で
す（
眠
れ
な
い
、


　


休
養
感
が
得
ら
れ
な
い
場
合
は
、


　


こ
こ
ろ
の
病
の
症
状
と
し
て
現
れ


　


る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）


 


・
年
齢
や
季
節
に
応
じ
、
昼
間
の
眠


　


気
に
対
し
て
困
ら
な
い
程
度
の
睡


　


眠
を
と
り
ま
す


 


・
若
年
世
代
は
夜
更
か
し
を
避
け
て


　


体
内
時
計
の
リ
ズ
ム
を
保
ち
ま
す


　
（
体
内
時
計
は
体
内
に
生
ま
れ
つ


　


き
備
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
時
間


　


を
測
定
す
る
仕
組
み
で
、
起
床
後


　


の
太
陽
の
光
を
手
が
か
り
に
リ


　


セ
ッ
ト
し
時
を
刻
ん
で
い
ま
す
）


 


・
熟
年
世
代
は
朝
晩
の
メ
リ
ハ
リ
、


　


昼
間
の
適
度
な
運
動
に
よ
り
良
い


　


睡
眠
を
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す


 


・
眠
く
な
っ
て
か
ら
寝
床
に
入
り
、


　


起
き
る
時
刻
は
遅
ら
せ
な
い
よ
う


　


に
し
ま
す


　


疲
れ
て
い
る
の
に
眠
れ
な
い
日
が


続
い
て
い
る
・
食
欲
が
な
く
体
重
が


減
っ
て
い
る
・
考
え
が
堂
々
巡
り
に


な
り
、
先
に
進
ま
な
い
な
ど
の
状
態


が
２
週
間
以
上
続
く
場
合
は
、
う
つ


病
の
サ
イ
ン
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。


　


不
眠
が
続
く
場
合
は
、
治
療
が
必


要
な
病
気
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の


で
、眠
れ
な
い
苦
し
み
を
抱
え
ず
に
、


医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。


※
次
回
は
「
身
体
活
動
・
運
動
」
に


　


つ
い
て
掲
載
し
ま
す


俵
山
地
区
担
当


小
坂
保
成
さ
ん


　


地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
、
平


成
25
年
８
月
か
ら
、
俵
山
地
区
で
活


動
し
て
い
る
小こ
さ
か坂
保や
す
な
り成
で
す
。
今
回


は
、
私
が
平
成
27
年
度
に
取
り
組
ん


で
き
た
活
動
を
振
り
返
り
た
い
と
思


い
ま
す
。


　


私
が
一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
活


動
は
、
平
成
27
年
11
月
に
開
催
さ
れ


た
「
山
口
県
中
山
間
地
域
づ
く
り
コ


ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス


ト
」
に
お
い
て
、
最
優
秀
賞
を
受
賞


で
き
た
こ
と
で
す
。


　


こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、
私
の
活


動
支
援
団
体
で
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ゆ


う
ゆ
う
グ
リ
ー
ン
俵
山
と
連
携
し
、


わ
れ
ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊


ま
ち
を
変
え
る
新
た
な
力
！


地
域
の
課
題
や
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
、


ビ
ジ
ネ
ス
手
法
を
用
い
て
地
域
活
性


化
を
図
る
プ
ラ
ン
と
し
て
、
「
俵
山


を
移
動
販
売
車
で
売
り
込
み
隊
」
を


提
案
し
ま
し
た
。


　


最
優
秀
賞
受
賞
後
は
、
プ
ラ
ン
の


実
現
に
向
け
て
、
山
口
県
内
外
の
イ


ベ
ン
ト
に
積
極
的
に
参
加
し
、
俵
山


オ
リ
ジ
ナ
ル
手
ぬ
ぐ
い
の
販
売
、
里


山
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
俵
山
の
朝
市
ポ
イ


ン
ト
カ
ー
ド
や
長
門
市
観
光
パ
ン
フ


レ
ッ
ト
な
ど
の
配
布
を
行
い
、
Ｐ
Ｒ


活
動
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。


　


ま
た
、
退
任
後
の
定
住
を
意
識
し


て
、
念
願
だ
っ
た
コ
ー
ヒ
ー
マ
イ
ス


タ
ー
の
認
定
資
格
を
取
得
す
る
と
と


も
に
、
約
半
年
間
を
か
け
て
、
妻
が


俵
山
で
経
営
す
る
焼
き
菓
子
屋
に
隣


接
す
る
倉
庫
部
分
を
改
修
し
、
コ
ー


ヒ
ー
ス
タ
ン
ド
の
開
設
や
ワ
ー
ク


シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
を
目
的
と
し
た
コ


ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
の
整
備
を
進


め
て
き
ま
し
た
。


　


私
が
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て


活
動
で
き
る
期
間
は
、
残
り
４
ヵ
月


▲俵山地区担当  小坂保成さん


と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
以
上


に
、
後
輩
隊
員
と
共
に
、
全
力
で
地


域
お
こ
し
協
力
活
動
に
取
り
組
ん
で


い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。


　


こ
れ
か
ら
も
、
地
域
お
こ
し
協
力


隊
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。


▲コミュニティスペース整備事業▲オリジナル手ぬぐいを用いてのPR活動


こ
ん
に
ち
は


ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
で
す
！


生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
　
℡
23
‐
１
２
９
５▲キャッチング・ザ・スティック ▲パター・de・ビンゴ
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毎月19日は「ながと食の日」


栄養価（１人分）
エネルギー…169kcal
たんぱく質…6.4g
脂　　　質…10.6g
塩分相当量…0.6g


ほっちゃテレビ放送予定
4 ／8（金）・10（日）


水道修繕当番店（４月）
地　区 公　道　部 邸　内　部


長門地区 水道課　℡ 23-1171
℡ 22-2111*


㈲天満水道
℡ 26-0024


三隅地区 三隅支所  
℡ 43-0221


田村建材㈱  ℡ 22-2036
℡ 080-2924-4617*


日置地区 日置支所
 ℡ 37-2111


㈱セブンリフォーム
℡ 22-2138


油谷地区 油谷支所  
℡ 32-1111


㈱おきた
℡ 32-1034


主食


副菜


主菜


牛乳・乳製品 果物


■食事バランスガイド


消費者トラブルＱ＆Ａ


　小売電気販売事業者と電気の販売契約を
結ぶ際、どのような点に注意したらいいです
か。
　電気事業法が改正され、4月 1日から電力
の小売全面自由化が始まり、家庭でも電力会
社を自由に選択できるようになりました。ど
この電力会社であっても電気の「質」は同じ


ですが、料金体系やサービス内容が異なることから、
十分検討する必要があります。小売電気事業者に対し
ては、消費者への契約条件の説明義務や書面交付義
務、消費者からの苦情や問い合わせへの対応義務が課
せられています。
　そこで、契約を締結する際は、次の点に特に注意し
ましょう。
①国の登録を受けた「小売電気事業者」であるかを経
　済産業省ホームページで確認する
②契約の内容（料金、契約期間、解約時の手数料など）
　を確認する
③停電など困ったときの連絡先を確認する
また、便乗商法として、太陽光発電システムやプロパン
ガス、蓄電池などとのセット契約にも注意が必要です。
　なお、何も手続きをしなければ、現在の電力会社
から従来の料金メニューで電気が供給されますので、
あわてて切替の契約をする必要はありません。
　不審な勧誘や契約トラブルなどが発生した場合は、
すぐに下記相談窓口へご相談ください。
【経済産業省電力取引監視等委員会　相談窓口】


　℡ 03-3501-5725（直通）
　（受付時間　9：30 ～ 12：00、13：00 ～ 18：30）


電力の小売全面自由化に関する注意点


Ｑ
Ａ


問い合わせ　長門市消費生活センター   　  ℡ 23-1115
　　　　　　山口県消費生活センター  ℡ 083-924-0999


作り方
①  豚肉、キャベツはひと口大に切る。玉ネギ、タケノコはくし型切りにし、ニンジン
は短冊切りにする。ショウガは 5mm幅の短冊切りにする
②筋を取ったスナップエンドウをさっとゆでる
③なべにゴマ油を熱し、ショウガを炒めて玉ネギ、タケノコ、ニンジン、キャベツを加
　え、1分ほど炒める
④③に豚肉を加え、肉の色が変わったら、だし汁を加えて 5分ほど煮る。アクを取った
　あとみそを溶き入れ、ゆでたスナップエンドウを加える


食推おすすめ料理 長門市食生活改善推進協議会


ワンポイントアドバイス
ショウガを効かせることがおいしさのポイントです。旬の野菜や香味野菜を使って
アレンジできます


※水道のトラブルは長門市指定工事店に依頼してください


豚肉薄切り（バラ） …100g
キャベツ　  …150g
玉ネギ  …100g
タケノコ（水煮） …70g
ニンジン  …80g
スナップエンドウ …70g
ショウガ  …1/2 片（15g）


旬野菜の絶品豚汁　ー食物繊維たっぷりメニューー


みそ  …大さじ 2
ゴマ油  …大さじ 1/2
だし汁  …500ml


４ 月のカレンダー 2016 April ４
１


金


●「表示登記の日」無料相談会／長門市中央公民館／9時30分～15時30分　●固定資産縦覧帳簿縦覧／本庁税務
課・各支所／8時30分～17時15分／5月31日まで　●山口県埋蔵文化センター巡回展／ながと歴史民俗資料館／9時
～17時／24日まで


２ 土


３ 日
●湯本温泉まつり・おとづれ夜市「じゃらんじゃらん」／湯本温泉街・音信川河川公園／9時～
●みすゞ少年少女合唱団第10回演奏会／ルネッサながと／14時～


４ 月


５ 火
●街頭献血／ウェーブ／10時～11時45分・13時～16時／400ml限定　●法律相談／長門市地域福祉センター／13
時～16時／有料・要予約（℡0838-24-0500）


６ 水


７ 木


８ 金
●市内小・中学校入学式　　


９ 土


10 日
●里山朝市／里山ステーション／8時30分～14時　●第7回子どもたちによるフレッシュコンサート／ルネッサな
がと／14時～


11 月
上下水道使用料納期限（三隅・俵山・東深川・西深川・深川湯本・渋木・真木地区）　●行政相談／日置支所／10
時～12時


12 火
●行政相談／三隅支所・ラポールゆや／10時～12時　●法律相談／長門市地域福祉センター／13時～16時／有
料・要予約（℡0838-24-0500） ●禁煙相談／長門健康福祉センター／13時～16時／要予約（℡22-2811）


13 水
14 木


●社会保険年金相談・申請／市役所本庁会議室／10時～15時／要予約（℡0838-24-2158）　


15 金
16 土


●ながとみらい会議／長門市物産観光センター／9時30分～／要申込（℡23-1229）●山口自死遺族の集い クロー
バー／防府総合庁舎（防府市駅南町13-40）／13時30分～／要問合せ（℡0835-27-3480）


17 日
18 月


●お酒に関する困り事相談／長門健康福祉センター／15時～16時／要予約（℡22-2811）　●春の人丸祭／八幡人
丸神社


19 火
「ながと食の日」　●法律相談／長門市地域福祉センター／13時～16時／有料・要予約（℡0838-24-0500） ●心の
健康相談／長門健康福祉センター／14時～16時／要予約（℡22-2811）　●春の人丸祭／八幡人丸神社


20 水
●人権・行政合同相談／市役所1階市民相談室／10時～12時


21 木
●発達クリニック／長門健康福祉センター／13時～16時／要予約（℡22-2811）


22 金
23 土


●俵山温泉祭り／俵山温泉　●第38回長門市中央公民館まつり／長門市中央公民館／9時～16時
●飛鳥II仙崎港入港／仙崎港／7時～


24 日
●俵山温泉祭り／俵山温泉　●第38回長門市中央公民館まつり／長門市中央公民館／9時～15時
●第45回弓道場落成記念大会／長門市武道館／9時～


25 月
「ながと生涯学習の日」


26 火
●法律相談／長門市地域福祉センター／13時～16時／有料・要予約（℡0838-24-0500） ●骨髄バンク登録受付・Ｃ
型Ｂ型肝炎検査・エイズ抗体検査／長門健康福祉センター／要予約（℡22-2811）


27 水
●街頭献血／長門市役所油谷支所（9時～10時30分）・長門市消防本部（12時30分～13時30分）・岡田病院（14
時30分～16時30分）／400ml限定　●無料法律相談／市役所1階市民相談室／10時～15時／要予約（℡23-1299）


28 木
●社会保険年金相談・申請／市役所本庁会議室／10時～15時／要予約（℡0838-24-2158）


29 金
「昭和の日」●歩け歩け大会／日置農村環境改善センター／9時30分～／要申込（℡37-2340）　●鯉のぼり展／
ルネッサながと／10時～／5月5日まで


30 土
　


*は休日・夜間のみ


●イベント　●相談・健診


※突然の発熱や腹痛など、比較的軽症な場合は、長門市
　応急診療所を受診してください
●診療科…内科・小児科
●診療日・時間…平日 19 時～ 22 時／日曜・祝日・年末年
　始9時～正午・13時～17時（受付は診療終了30分前まで）


休日当番病院　まずは長門市応急診療所へ
月／日 曜 当　番　病　院 電話番号


4 ／ 3 日
長門市応急診療所 27-0199
斎木病院 26-1211


4 ／10 日
長門市応急診療所 27-0199
長門総合病院 22-2220


4 ／ 17 日
長門市応急診療所 27-0199
岡田病院 23-0033


4 ／ 24 日
長門市応急診療所 27-0199
斎木病院 26-1211


4 ／29 金
長門市応急診療所 27-0199
長門総合病院 22-2220


5 ／ 1 日
長門市応急診療所 27-0199
岡田病院 23-0033


5 ／ 3 火
長門市応急診療所 27-0199
斎木病院 26-1211


材　料（4人分）
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地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
た
ち
を
育
む


た
め
、
地
域
住
民
と
児
童
が
一
緒
に
給


食
を
食
べ
交
流
す
る
「
第
２
回
深
川
小


レ
ス
ト
ラ
ン
」
が
2
月
22
日
（月）
、
深
川


小
学
校
で
開
催
さ
れ
、
市
内
か
ら
約
20


人
が
参
加
し
ま
し
た
。


　


給
食
の
前
に
は
、
児
童
が
企
画
し
た


「
ふ
れ
あ
い
の
会
」
が
催
さ
れ
、
か
る


た
や
福
笑
い
、
す
ご
ろ
く
な
ど
を
通
し


て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。


　


給
食
時
間
に
な
る
と
、
参
加
者
は
そ


れ
ぞ
れ
児
童
の
案
内
で
教
室
に
入
り
、


普
段
の
学
校
生
活
や
取
り
組
ん
で
い
る


ス
ポ
ー
ツ
な
ど
に
つ
い
て
話
し
な
が


ら
、
楽
し
く
給
食
を
味
わ
い
ま
し
た
。


表
紙
の
説
明


第
２
回
深
川
小
レ
ス
ト
ラ
ン


一
緒
に
給
食
を
食
べ
交
流


長門市のDATA
〔平成28年3月１日〕


人　口 36,034 人 ( -28)
　　男 16,700 人 ( -19)
　　女 19,334 人 (   -9)
世帯数 16,169 世帯 (    1)


( ) 内は先月比


〔２月分〕 出生 17 人 死亡 59 人
 転入 　82人 転出  68 人


■
 発
行
　
長
門
市
役
所
　
〒
759-4192　


山
口
県
長
門
市
東
深
川
1339-2　


TEL0837-22-2111（
代
）


■
 編
集
　
企
画
総
務
部
企
画
政
策
課
広
報
広
聴
係
　
TEL 0837-23-1117　


FAX 0837-22-5358
U
RL:http://w


w
w
.city.nagato.yam


aguchi.jp　
E-M
ail:koho@


city.nagato.yam
aguchi.jp
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▲すごろくを楽しむ参加者と児童


長
門
市
市
民
憲
章


④
笑
顔
 ふ
れ
あ
う
、


           温
か
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す


　
私
の
趣
味
の
一
つ
は
、
オ
ー
デ
ィ


オ
。
と
い
っ
て
も
、
高
級
な
機
器
を


揃
え
て
優
雅
に
鑑
賞
と
い
う
わ
け
で


は
な
く
、
最
小
限
の
中
古
オ
ー
デ
ィ


オ
機
器
を
使
っ
て
、
少
し
時
間
が
あ


る
と
き
に
聴
い
て
い
ま
す
▼
音
源


は
、
主
に
高
校
生
の
頃
に
買
っ
た
レ


コ
ー
ド
。
便
利
さ
か
ら
Ｃ
Ｄ
が
普
及


し
ま
し
た
が
、
針
圧
の
調
整
な
ど
、


手
間
が
か
か
る
こ
と
を
楽
し
ん
で
い


ま
す
▼
も
ち
ろ
ん
ネ
ッ
ト
経
由
で
の


音
源
や
Ｃ
Ｄ
も
聴
き
ま
す
。
で
も
な


か
な
か
ゆ
っ
く
り
部
屋
に
い
る
こ
と


が
難
し
い
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
な
る


べ
く
そ
う
い
う
時
間
も
大
切
に
し
て


い
き
た
い
と
思
い
ま
す
▼
新
し
い
年


度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
気
分
を
新
た


に
、
し
っ
か
り
仕
事
を
や
り
抜
き
た


い
と
思
い
ま
す
（
い
）


金
魚
の
お
墓
　
　
金
子
み
す
ゞ
　


『
金
子
み
す
ゞ
全
集
』（
Ｊ
Ｕ
Ｌ
Ａ
出
版
局
）


暗
い
、
さ
み
し
い
、
土
の
な
か
、


金
魚
は
な
に
を
み
つ
め
て
る
。


夏
の
お
池
の
藻
の
花
と
、


揺ゆ


れ
る
光
の
ま
ぼ
ろ
し
を
。


靜
か
な
、
靜
か
な
、
土
の
な
か
、


金
魚
は
な
に
を
き
い
て
ゐ
る
。


そ
つ
と
落
葉
の
上
を
ゆ
く
、


夜
の
し
ぐ
れ
の
あ
し
お
と
を
。


冷
た
い
、
冷
た
い
、
土
の
な
か
、


金
魚
は
な
に
を
お
も
つ
て
る
。


金
魚
屋
の
荷
の
な
か
に
ゐ
た
、


む
か
し
の
、
む
か
し
の
、
友
だ
ち
を
。





